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技能－1 

1. 要求事項 

実用発電用原子炉に係る発電用原子

炉設置者の重大事故の発生及び拡大

の防止に必要な措置を実施するため

に必要な技術的能力に係る審査基準

実用発電用原子炉に係る発電用原子炉設

置者の重大事故の発生及び拡大の防止に

必要な措置を実施するために必要な技術

的能力に係る審査基準の解釈 

備考 

１．０共通事項 

（１）重大事故等対処設備に係る要

求事項 

①切替えの容易性 

発電用原子炉設置者において、本

来の用途以外の用途として重大

事故等に対処するために使用す

る設備にあっては、通常時に使用

する系統から速やかに切り替え

るために必要な手順等が適切に

定められているか、又は整備され

る方針が適切に示されているこ

と。 

 

― 

 

適合対象外 

（2.1 に示すとおり，

申請施設は重大事故

等に対処するための

重大事故等対処設備

の要求事項に係る設

備ではないため） 

②アクセスルートの確保 

発電用原子炉設置者において、想

定される重大事故等対処設備を

運搬し、又は他の設備の被害状況

を把握するため、工場又は事業所

（以下「工場等」という。）内の道

路及び通路が確保できるよう、実

効性の運用管理を行う方針であ

ること。 

―  
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技能－2 

 

実用発電用原子炉に係る発電用原子

炉設置者の重大事故の発生及び拡大

の防止に必要な措置を実施するため

に必要な技術的能力に係る審査基準

実用発電用原子炉に係る発電用原子炉設

置者の重大事故の発生及び拡大の防止に

必要な措置を実施するために必要な技術

的能力に係る審査基準の解釈 

備考 

（２）復旧作業に係る要求事項 

①予備品の確保 

発電用原子炉設置者において、重

要安全施設（設置許可基準規則第

２条第９号に規定する重要安全

施設をいう。）の取替え可能な機

器及び部品などについて、適切な

予備品及び予備品への取替のた

めに必要な機材等を確保する方

針であること。 

１．「適切な予備品及び予備品への取替

のために必要な機材等」とは、気象条件

等を考慮した機材、ガレキ撤去等のた

めの重機及び夜間対応を想定した照明

機器等を含むこと。 

 

適合対象外 

（2.2 に示すとおり，

申請施設は予備品を

用いた復旧作業の要

求事項に係る設備で

はないため） 

②保管場所 

発電用原子炉設置者において、上

記予備品等を、外部事象の影響を

受けにくい場所に、位置的分散な

どを考慮して保管する方針であ

ること。 

―  

③アクセスルートの確保 

発電用原子炉設置者において、想

定される重大事故等が発生した

場合において、設備の復旧作業の

ため、工場等内の道路及び通路が

確保できるよう、実効性のある運

用管理を行う方針であること。 

―  
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技能－3 

 

実用発電用原子炉に係る発電用原子

炉設置者の重大事故の発生及び拡大

の防止に必要な措置を実施するため

に必要な技術的能力に係る審査基準

実用発電用原子炉に係る発電用原子炉設

置者の重大事故の発生及び拡大の防止に

必要な措置を実施するために必要な技術

的能力に係る審査基準の解釈 

備考 

（３）支援に係る要求事項 

発電用原子炉設置者において、工

場等内であらかじめ用意された

手段（重大事故等対処設備、予備

品及び燃料等）により、事故発生

後７日間は事故収束対応を維持

できる方針であること。 

また、関係機関と協議・合意の上、

外部からの支援計画を定める方

針であること。 

さらに、工場等外であらかじめ用

意された手段（重大事故等対処設

備、予備品及び燃料等）により、

事象発生後６日間までに支援を

受けられる方針であること。 

― 適合対象外 

（2.3 に示すとおり，

申請施設は外部から

の支援の要求事項に

係る設備ではないた

め） 
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技能－4 

 

実用発電用原子炉に係る発電用原子

炉設置者の重大事故の発生及び拡大

の防止に必要な措置を実施するため

に必要な技術的能力に係る審査基準

実用発電用原子炉に係る発電用原子炉設

置者の重大事故の発生及び拡大の防止に

必要な措置を実施するために必要な技術

的能力に係る審査基準の解釈 

備考 

（４）手順書の整備、訓練の実施及

び体制の整備 

発電用原子炉設置者において、重

大事故等に的確かつ柔軟に対処

できるよう、あらかじめ手順書を

整備し、訓練を行うとともに人員

を確保する等の必要な体制の適

切な整備が行われているか、又は

整備される方針が適切に示され

ていること。 

１．手順書の整備は、以下によること。

ａ）発電用原子炉設置者において、全て

の交流動力電源及び常設直流電源系

統の喪失、安全系の機器若しくは計測

器類の多重故障又は複数号機の同時

被災等を想定し、限られた時間の中に

おいて、発電用原子炉施設の状態の把

握及び実施すべき重大事故等につい

て適切な判断を行うため、必要なとな

る情報種類、その入手の方法及び判断

基準を整理し、まとめる方針であるこ

と。 

適合対象外 

（2.4 に示すとおり，

申請施設は手順書の

整備、訓練の実施及び

体制の整備の要求事

項に係る設備ではな

いため） 

ｂ）発電用原子炉設置者において、炉心

の著しい損傷及び原子炉格納容器の

破損を防ぐために最優先すべき操作

等の判断基準をあらかじめ明確化す

る方針であること（ほう酸水注入系

（ＳＬＣＳ）、海水及び格納容器圧力

逃がし装置の使用を含む。） 
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技能－5 

 

実用発電用原子炉に係る発電用原子

炉設置者の重大事故の発生及び拡大

の防止に必要な措置を実施するため

に必要な技術的能力に係る審査基準

実用発電用原子炉に係る発電用原子炉設

置者の重大事故の発生及び拡大の防止に

必要な措置を実施するために必要な技術

的能力に係る審査基準の解釈 

備考 

 ｃ）発電用原子炉設置者において、財産

（設備等）保護よりも安全を優先す

る方針が適切に示されていること。

適合対象外 

（2.4 に示すとおり，

申請施設は手順書の

整備、訓練の実施及び

体制の整備の要求事

項に係る設備ではな

いため） 

 ｄ）発電用原子炉設置者において、事故

の進展状況に応じて具体的な重大事

故等対策を実施するための、運転員用

及び支援組織用の手順書を適切に定

める方針であること。なお、手順書が、

事故の進展状況に応じていくつかの

種類に分けられる場合は、それらの構

成が明確化され、かつ、各手順書相互

間の移行基準を明確化する方針であ

ること。 

 ｅ）発電用原子炉設置者において、具体

的な重大事故等対策実施の判断基準

として確認される水位、圧力及び温

度等の計測可能なパラメータを手順

書に明記する方針であること。また、

重大事故等対策実施時のパラメータ

挙動予測、影響評価すべき項目及び

監視パラメータ等を、手順書に整理

する方針であること。 
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技能－6 

 

実用発電用原子炉に係る発電用原子

炉設置者の重大事故の発生及び拡大

の防止に必要な措置を実施するため

に必要な技術的能力に係る審査基準

実用発電用原子炉に係る発電用原子炉設

置者の重大事故の発生及び拡大の防止に

必要な措置を実施するために必要な技術

的能力に係る審査基準の解釈 

備考 

 ｆ）発電用原子炉設置者において、前兆

事象を確認した時点での事前の対応

(例えば大津波警報発令時や、降下火

砕物の到達が予測されるときの原子

炉停止･冷却操作)等ができる手順を

整備する方針であること。 

適合対象外 

（2.4に示すとおり，

申請施設は手順書の

整備、訓練の実施及

び体制の整備の要求

事項に係る設備では

ないため） 

 ｇ）有毒ガス発生時の原子炉制御室及び

緊急時制御室の運転員、緊急時対策所

において重大事故等に対処するために

必要な要員並びに重大事故等対処上特

に重要な操作（常設設備と接続する屋

外に設けられた可搬型重大事故等対処

設備（原子炉建屋の外から水又は電力

を供給するものに限る。）の接続をい

う。）を行う要員（以下「運転・対処要

員」という。）の防護に関し、次の①か

ら③に掲げる措置を講じることが定め

られていること。 

 

 ① 運転・対処要員の吸気中の有毒ガス濃

度を有毒ガス防護のための判断基準

値以下とするための手順と体制を整

備すること。 
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技能－7 

 

実用発電用原子炉に係る発電用原子

炉設置者の重大事故の発生及び拡大

の防止に必要な措置を実施するため

に必要な技術的能力に係る審査基準

実用発電用原子炉に係る発電用原子炉設

置者の重大事故の発生及び拡大の防止に

必要な措置を実施するために必要な技術

的能力に係る審査基準の解釈 

備考 

 ② 予期せぬ有毒ガスの発生に対応する

ため、原子炉制御室及び緊急時制御室

の運転員並びに緊急時対策所におい

て重大事故等に対処するために必要

な指示を行う要員のうち初動対応を

行う者に対する防護具の配備、着用等

運用面の対策を行うこと。 

適合対象外 

（2.4に示すとおり，

申請施設は手順書の

整備、訓練の実施及

び体制の整備の要求

事項に係る設備では

ないため） 

 ③ 設置許可基準規則第６２条等に規定

する通信連絡設備により、有毒ガスの

発生を原子炉制御室又は緊急時制御

室の運転員から、当該運転員以外の運

転・対処要員に知らせること。 

 

 ２．訓練は、以下によること。 

ａ）発電用原子炉設置者において、重大

事故等対策は幅広い発電用原子炉施

設の状況に応じた対策が必要である

ことを踏まえ、その教育訓練等は重大

事故等時の発電用原子炉施設の挙動

に関する知識の向上を図ることので

きるものとする方針であること。 
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技能－8 

 

実用発電用原子炉に係る発電用原子

炉設置者の重大事故の発生及び拡大

の防止に必要な措置を実施するため

に必要な技術的能力に係る審査基準

実用発電用原子炉に係る発電用原子炉設

置者の重大事故の発生及び拡大の防止に

必要な措置を実施するために必要な技術

的能力に係る審査基準の解釈 

備考 

 ２．訓練は、以下によること。 

ａ）発電用原子炉設置者において、重大

事故等対策は幅広い発電用原子炉施

設の状況に応じた対策が必要である

ことを踏まえ、その教育訓練等は重大

事故等時の発電用原子炉施設の挙動

に関する知識の向上を図ることので

きるものとする方針であること。 

適合対象外 

（2.4に示すとおり，

申請施設は手順書の

整備、訓練の実施及

び体制の整備の要求

事項に係る設備では

ないため） 

 ｂ）発電用原子炉設置者において、重大

事故等対策を実施する要員の役割に

応じて、定期的に知識ベースの理解向

上に資する教育を行うとともに、下記

３a）に規定する実施組織及び支援組

織の実効性等を総合的に確認するた

めの演習等を計画する方針であるこ

と。 

 

 ｃ）発電用原子炉設置者において、普段

から保守点検活動を自らも行って部

品交換等の実務経験を積むことなど

により、発電用原子炉施設及び予備品

等について熟知する方針であること。

 

 ｄ）発電用原子炉設置者において、高線

量下、夜間及び悪天候下等を想定した

事故時対応訓練を行う方針であるこ

と。 
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技能－9 

実用発電用原子炉に係る発電用原子

炉設置者の重大事故の発生及び拡大

の防止に必要な措置を実施するため

に必要な技術的能力に係る審査基準

実用発電用原子炉に係る発電用原子炉設

置者の重大事故の発生及び拡大の防止に

必要な措置を実施するために必要な技術

的能力に係る審査基準の解釈 

備考 

 ｅ）発電用原子炉設置者において、設備

及び事故時用の資機材等に関する情

報並びにマニュアルが即時に利用で

きるよう、普段から保守点検活動等を

通じて準備し、及びそれらを用いた事

故時対応訓練を行う方針であること｡

適合対象外 

（2.4に示すとおり，

申請施設は手順書の

整備、訓練の実施及

び体制の整備の要求

事項に係る設備では

ないため） 

 ３．体制の整備は、以下によること。 

ａ）発電用原子炉設置者において、重大

事故等対策を実施する実施組織及び

その支援組織の役割分担及び責任者

などを定め、効果的な重大事故等対策

を実施し得る体制を整備する方針で

あること。 

 

 ｂ）実施組織とは、運転員等により構成

される重大事故等対策を実施する組

織をいう。 

 

 ｃ）実施組織は、工場等内の全発電用原

子炉施設で同時に重大事故が発生し

た場合においても対応できる方針で

あること。 
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実用発電用原子炉に係る発電用原子

炉設置者の重大事故の発生及び拡大

の防止に必要な措置を実施するため

に必要な技術的能力に係る審査基準

実用発電用原子炉に係る発電用原子炉設

置者の重大事故の発生及び拡大の防止に

必要な措置を実施するために必要な技術

的能力に係る審査基準の解釈 

備考 

 ３．体制の整備は、以下によること。 

ａ）発電用原子炉設置者において、重大

事故等対策を実施する実施組織及び

その支援組織の役割分担及び責任者

などを定め、効果的な重大事故等対策

を実施し得る体制を整備する方針で

あること。 

適合対象外 

（2.4に示すとおり，

申請施設は手順書の

整備、訓練の実施及

び体制の整備の要求

事項に係る設備では

ないため） 

 ｂ）実施組織とは、運転員等により構成

される重大事故等対策を実施する組

織をいう。 

 

 ｃ）実施組織は、工場等内の全発電用原

子炉施設で同時に重大事故が発生し

た場合においても対応できる方針で

あること。 

 

 ｄ）支援組織として、実施組織に対して

技術的助言を行う技術支援組織及び

実施組織が重大事故等対策に専念で

きる環境を整える運営支援組織等を

設ける方針であること。 
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実用発電用原子炉に係る発電用原子

炉設置者の重大事故の発生及び拡大

の防止に必要な措置を実施するため

に必要な技術的能力に係る審査基準

実用発電用原子炉に係る発電用原子炉設

置者の重大事故の発生及び拡大の防止に

必要な措置を実施するために必要な技術

的能力に係る審査基準の解釈 

備考 

 ｅ）発電用原子炉設置者において、重大

事故等対策の実施が必要な状況にお

いては、実施組織及び支援組織を設置

する方針であること。また、あらかじ

め定めた連絡体制に基づき、夜間及び

休日を含めて必要な要員が招集され

るよう定期的に連絡訓練を実施する

ことにより円滑な要員招集を可能と

する方針であること。 

適合対象外 

（2.4に示すとおり，

申請施設は手順書の

整備、訓練の実施及

び体制の整備の要求

事項に係る設備では

ないため） 

 ｆ）発電用原子炉設置者において、重大

事故等対策の実施組織及び支援組織

の機能と支援組織内に設置される各

班の機能が明確になっており、それぞ

れ責任者を配置する方針であること。

 

 ｇ）発電用原子炉設置者において、指揮

命令系統を明確化する方針であるこ

と。また、指揮者等が欠けた場合に備

え、順位を定めて代理者を明確化する

方針であること。 

 

 ｈ）発電用原子炉設置者において、上記

の実施体制が実効的に活動するため

の施設及び設備等を整備する方針で

あること。 
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実用発電用原子炉に係る発電用原子

炉設置者の重大事故の発生及び拡大

の防止に必要な措置を実施するため

に必要な技術的能力に係る審査基準

実用発電用原子炉に係る発電用原子炉設

置者の重大事故の発生及び拡大の防止に

必要な措置を実施するために必要な技術

的能力に係る審査基準の解釈 

備考 

 ｉ）支援組織は、発電用原子炉施設の状

態及び重大事故等対策の実施状況に

ついて、適宜工場等の内外の組織へ通

報及び連絡を行い、広く情報提供を行

う体制を整える方針であること。 

適合対象外 

（2.4に示すとおり，

申請施設は手順書の

整備、訓練の実施及

び体制の整備の要求

事項に係る設備では

ないため） 

 ｊ）発電用原子炉設置者において、工場

等外部からの支援体制を構築する方

針であること。 

 

 ｋ）発電用原子炉設置者において、重大

事故等の中長期的な対応が必要とな

る場合に備えて、適切な対応を検討で

きる体制を整備する方針であること。
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2. 適合のための運用管理方針 

「１.要求事項」での各要求事項に関して，既許可における適合のための運

用管理方針を示すとともに，圧縮減容装置の設置時における適合のための運用

管理方針を以下に示す。 

 

2.1 重大事故等対処設備に係る要求事項について 

①切替えの容易性 

既許可における運用管理方針 

 既許可では，重大事故等時において，本来の用途以外の用途として重大事

故等に対処するために使用する設備にあっては，通常時に使用する系統から

速やかに切り替えるために必要な手順等を整備することとしている。 

【技能－参考 1】 

圧縮減容装置の設置時における運用管理方針 

 圧縮減容装置は，重大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置を実施する

ための設備ではなく，通常時に使用する系統から速やかに切り替えるために

必要な手順等の整備が求められる設備ではないため，適合対象外である。 

 

②アクセスルートの確保 

既許可における運用管理方針 

既許可では，想定される重大事故等が発生した場合において，可搬型重大

事故等対処設備を運搬し，又は他の設備の被害状況を把握するため，発電所

内の道路及び通路が確保できるよう実効性のある運用管理を実施することと

している。 

【技能－参考 1】 
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圧縮減容装置の設置時における運用管理方針 

 圧縮減容装置は，想定される重大事故等が発生した場合において使用する

設備ではない。また，既許可において圧縮減容装置が設置される固体廃棄物

作業建屋には屋内アクセスルートが設定されていない。このため，圧縮減容

装置の設置により，既許可における「想定される重大事故等が発生した場合

において，可搬型重大事故等対処設備を運搬し，又は他の設備の被害状況を

把握するため，発電所内の道路及び通路が確保できるよう実効性のある運用

管理を実施する」方針に影響を与えることはなく，適合対象外である。 

 

2.2 復旧作業に係る要求事項について 

①予備品等の確保 

既許可における運用管理方針 

 既許可では，重大事故等時において，重要安全施設の復旧作業を有効かつ

効果的に行うため，復旧作業に係る考慮事項として，予備品及び予備品への

取替のために必要な機材等を確保することとしている。 

【技能－参考 1】 

圧縮減容装置の設置時における運用管理方針 

 圧縮減容装置は，重要安全施設ではなく，予備品及び予備品への取替のた

めに必要な機材等の確保が求められる設備ではないため，適合対象外であ

る。 

 

②保管場所 

既許可における運用管理方針 
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 既許可では，重大事故等時において，重要安全施設の復旧作業を有効かつ

効果的に行うため，復旧作業に係る考慮事項として，予備品等を外部事象の

影響を受けにくい場所に保管することとしている。 

【技能－参考 1】 

 

圧縮減容装置の設置時における運用管理方針 

 圧縮減容装置は，重要安全施設ではなく，予備品等を外部事象の影響を受

けにくい場所に保管することが求められる設備ではないため，適合対象外で

ある。 

 

③アクセスルートの確保 

既許可における運用管理方針 

 既許可では，重大事故等時において，重要安全施設の復旧作業を有効かつ

効果的に行うため，復旧作業に係る考慮事項として，設備の復旧作業のた

め，発電所内の道路及び通路を確保することとしている。 

【技能－参考 1】 

圧縮減容装置の設置時における運用管理方針 

 圧縮減容装置は，重要安全施設ではなく，設備の復旧作業のため，発電所

内の道路及び通路を確保することが求められる設備ではないため，適合対象

外である。 

 

2.3 支援に係る要求事項について 

既許可における設計方針 

 既許可では，重大事故等に対して事故収束対応を実施するため，発電所内

であらかじめ用意された手段（重大事故等対処設備，予備品，燃料等）によ
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り，重大事故等対策を実施し，事故発生後 7 日間は継続して事故収束対応

を維持できるようにすることとしている。 

 関係機関等と協議及び合意の上，外部からの支援計画を定め，協力体制が

整い次第，プラントメーカ及び協力会社からは，事故収束手段及び復旧対策

に関する技術支援や要員派遣等の支援並びに燃料供給会社からは燃料の供給

を受けられるようにすることとしている。なお，資機材等の輸送に関して

は，迅速な物資輸送を可能とするとともに中長期的な物資輸送にも対応でき

るように支援計画を定めることとしている。 

発電所外であらかじめ用意された手段（重大事故等対処設備と同種の設

備，予備品，燃料等）について支援を受けることによって，発電所内に配備

する重大事故等対処設備に不具合があった場合の代替手段及び燃料等の確保

を行い，継続的な重大事故等対策を実施できるよう事象発生後 6 日間まで

に支援を受けられる体制を整備することとしている。 

【技能－参考 1】 

圧縮減容装置の設置時における運用管理方針 

 圧縮減容装置は，重大事故等発生後７日間の事故収束対応の維持に係る設

備ではない。このため，「関係機関等と協議及び合意の上，外部からの支援

計画」や「継続的な重大事故等対策を実施できるよう事象発生後 6 日間ま

でに支援を受けられる体制を整備」についても求められない。以上より，確

認対象外としている。 

 

2.4 手順書の整備、訓練の実施及び体制の整備に係る要求事項について 

既許可における運用管理方針 

 既許可では，重大事故等に的確かつ柔軟に対処できるように，手順書を整

備し，教育及び訓練を実施するとともに，災害対策要員（当直（運転員），
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自衛消防隊を含む重大事故等に対処する要員から構成される。）を確保する

等の必要な体制を整備することとしている。 

【技能－参考 1】 

圧縮減容装置の設置時における運用管理方針 

 圧縮減容装置は，重大事故等に対処する設備ではないため，適合対象外で

ある。 
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技能－参考 1 

既許可 本文十号 ハ項「重大事故の発生及び拡大の防止に必要な措置を実施

するために必要な技術的能力」 
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五 発電用原子炉及びその附属施設の位置，構造及び設備 

 ト 放射性廃棄物の廃棄施設の構造及び設備 

  (3) 固体廃棄物の廃棄設備 

  (ⅰ) 構  造 

     固体廃棄物の廃棄設備（固体廃棄物処理系）は，廃棄物の種類に応

じて処理又は貯蔵保管するため，濃縮廃液貯蔵タンク，使用済粉末樹

脂貯蔵タンク，使用済樹脂貯蔵タンク，クラッドスラリタンク，廃液

スラッジ貯蔵タンク，床ドレンスラッジ貯蔵タンク，減容固化設備，

減容固化体貯蔵室，セメント混練固化装置（東海発電所及び東海第二

発電所共用，既設），減容装置，雑固体廃棄物焼却設備（東海発電所及

び東海第二発電所共用，既設），雑固体減容処理設備（東海発電所及び

東海第二発電所共用，既設），サイトバンカプール，固体廃棄物貯蔵庫

（東海発電所及び東海第二発電所共用，既設），給水加熱器保管庫，固

体廃棄物作業建屋（東海発電所及び東海第二発電所共用，既設），圧縮

減容装置等で構成する。なお，圧縮減容装置は，平成 30 年 9 月 26 日

に許可を受けた原子炉設置変更許可申請書に記載のある設備の使用前

事業者検査の完了後に運用を開始する。 

     濃縮廃液は，濃縮廃液貯蔵タンクで放射能を減衰させた後，減容固

化設備で乾燥・造粒固化後，容器に詰めて減容固化体貯蔵室に貯蔵す

るか，貯蔵した後，セメント混練固化装置でドラム缶内に固化材（セ

メント）と混練して固化し貯蔵保管する。 

     フィルタ脱塩器から発生する使用済樹脂は使用済粉末樹脂貯蔵タン

クに，また，非助材型ろ過装置から発生する廃スラッジはクラッドス

ラリタンクに貯蔵する。 

     脱塩装置から発生する使用済樹脂及び助材型ろ過装置から発生する

別添
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廃スラッジは，使用済樹脂貯蔵タンク，廃液スラッジ貯蔵タンク若し

くは床ドレンスラッジ貯蔵タンクに貯蔵するか又は貯蔵し放射能を減

衰させた後，雑固体廃棄物焼却設備で焼却する。焼却灰は不燃性雑固

体廃棄物として処理する。 

     可燃性雑固体廃棄物は，ドラム缶等に詰めて貯蔵保管するか又は雑

固体廃棄物焼却設備で焼却し，焼却灰は不燃性雑固体廃棄物として処

理する。 

     不燃性雑固体廃棄物は，仕分けし，圧縮減容装置で圧縮可能なもの

は圧縮減容装置で圧縮減容し，ドラム缶等に詰めて貯蔵保管するか又

は固型化材（モルタル）を充填してドラム缶内に固型化し貯蔵保管す

る。その他の不燃性雑固体廃棄物は，圧縮可能なものは減容装置で圧

縮減容し，必要に応じて雑固体減容処理設備で溶融・焼却した後，ド

ラム缶等に詰めて貯蔵保管するか又は固型化材（モルタル）を充填し

てドラム缶内に固型化し貯蔵保管する。 

     第６給水加熱器の取替えに伴い取り外した第６給水加熱器 3 基等は，

所要の遮蔽設計を行った発電所内の給水加熱器保管庫に貯蔵保管した

後，不燃性雑固体廃棄物として処理する。 

     使用済制御棒等の放射化された機器は，使用済燃料プールに貯蔵し

た後，固体廃棄物移送容器に収納しサイトバンカプールに移送し貯蔵

保管する。 

     固体廃棄物作業建屋の仕分け・切断作業エリアでは，不燃性雑固体

廃棄物及び給水加熱器保管庫に貯蔵保管した第６給水加熱器等の仕分

け及び切断を，圧縮減容処理エリアでは，圧縮減容装置にて不燃性雑

固体廃棄物の圧縮減容を行う。また，機器・予備品エリアでは，資機

材の保管を行う。 



3 

     雑固体廃棄物焼却設備及び雑固体減容処理設備からの排ガスは，フ

ィルタを通し放射性物質濃度を監視しつつ排気筒等から放出する。 

     固体廃棄物処理系は，廃棄物の破砕，圧縮減容，焼却，溶融・焼却，

固化等の処理過程における放射性物質の散逸等を防止する設計とする。 

     上記濃縮廃液等を詰めたドラム缶等は，所要の遮蔽設計を行った発

電所内の固体廃棄物貯蔵庫又は固体廃棄物作業建屋の廃棄体搬出作業

エリアに貯蔵保管する。また，必要に応じて，固体廃棄物を廃棄事業

者の廃棄施設へ廃棄する。ただし，廃棄体搬出作業エリアには，固体

廃棄物貯蔵庫に貯蔵保管したドラム缶を含めて，固体廃棄物を詰めた

ドラム缶を，廃棄事業者の廃棄施設へ廃棄するための検査及び搬出ま

での間に限り，貯蔵保管する。 

     なお，セメント混練固化装置，雑固体廃棄物焼却設備，雑固体減容

処理設備，固体廃棄物貯蔵庫及び固体廃棄物作業建屋は東海発電所と

共用する。 
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 令和元年 7 月 24 日付け，原規規発第 1907243 号をもって設置変更許可を受

け，令和元年 9 月 24 日付け総室発第 69 号をもって設置変更許可を申請（令和

2 年 11 月 16 日付け総室発第 78 号，令和 3 年 2 月 19 日付け総室発第 109 号で

一部補正）している東海第二発電所の発電用原子炉設置変更許可申請書の添付

書類八の記載のうち，下記項目の記述及び関連図面等を次のとおり変更又は追

加する。 

 

1. 安全設計 

1.9 発電用原子炉設置変更許可申請に係る安全設計の方針 

1.9.10 発電用原子炉設置変更許可申請（令和 3 年 6 月 25 日申請）に係

る安全設計の方針 

1.9.10.1 「実用発電用原子炉及びその附属施設の位置、構造及び設備

の基準に関する規則（平成 25 年 6 月 19 日制定）」に対する

適合 

 

    第三条   設計基準対象施設の地盤 

    第四条   地震による損傷の防止 

    第六条   外部からの衝撃による損傷の防止 

    第八条   火災による損傷の防止 

    第九条   溢水による損傷の防止等 

    第十条   誤操作の防止 

    第十二条  安全施設 

    第二十七条 放射性廃棄物の処理施設 

    第二十九条 工場等における直接ガンマ線等からの防護 

    第三十条  放射線からの放射線業務従事者の防護 
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1.9.10.2 安全機能の重要度分類 

 

7. 放射性廃棄物の廃棄施設 

7.3 固体廃棄物処理系 

 7.3.1 概要 

7.3.2 設計方針 

7.3.3 主要設備 

 

8. 放射線管理施設 

 8.3 遮蔽設備 
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表 

第 1.3－1 表    耐震重要度分類表 

第 1.9－1 表    安全上の機能別重要度分類 

第 1.9－2 表    本発電用原子炉施設の安全上の機能別重要度分類 

第 7.3－1 表    固体廃棄物処理系主要仕様 
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図 

第 7.3－1 図  固体廃棄物処理系統概要図 
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第
1
.
3
－

1
表

 
耐

震
重

要
度

分
類

表
 

耐
震
重
要
度
 

分
 
 
 
類
 

機
 能

 別
 分

 類
 

主
 
要
 
設
 
備

（
注
１
）
 

補
 
助
 
設
 
備

（
注
２
）
 

直
接
支
持
構
造
物

（
注
３
）
 

間
接
支
持
構
造
物

（
注
４
）
 

波
及
的
影
響
を
 

考
慮
す
べ
き
施
設

（
注
５
）
 

適
 
用
 
範
 
囲
 

耐
 
震
 

ク
ラ
ス
 

適
 
用
 
範
 
囲
 

耐
 
震
 

ク
ラ
ス
 

適
 
用
 
範
 
囲
 

耐
 
震
 

ク
ラ
ス
 

適
 
用
 
範
 
囲
 

検
討
用
 

地
震
動

（
注
６
）
 

適
 
用
 
範
 
囲
 

検
討
用
 

地
震
動

（
注
６
）
 

Ｓ
ク
ラ
ス
 

(ⅰ
) 
原
子
炉
冷
却
材
圧

力
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
構

成
す
る
機
器
・
配
管

系
 

・
原
子
炉
圧
力
容
器
 

・
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ

ウ
ン
ダ
リ
に
属
す
る
容

器
・
配
管
・
ポ
ン
プ
・

弁
 

Ｓ
 

Ｓ
 

・
隔
離
弁
を
閉
と
す
る
た

め
に
必
要
な
電
気
計
装

設
備
 

Ｓ
・
原
子
炉
圧
力
容
器
ス
カ

ー
ト
 

・
機
器
・
配
管
，
電
気
計

装
設
備
等
の
支
持
構
造

物
 

Ｓ
  Ｓ
 

・
原
子
炉
本
体
の
基
礎
 

・
原
子
炉
建
屋
 

Ｓ
Ｓ
 

Ｓ
Ｓ
 

 

・
原
子
炉
遮
蔽
 

・
タ
ー
ビ
ン
建
屋
 

・
廃
棄
物
処
理
建
屋
 

・
そ
の
他
 

Ｓ
Ｓ
 

Ｓ
Ｓ
 

Ｓ
Ｓ
 

Ｓ
Ｓ
 

 
(ⅱ

) 
使
用
済
燃
料
を
貯

蔵
す
る
た
め
の
施
設
 

 

・
使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
 

・
使
用
済
燃
料
貯
蔵
ラ
ッ

ク
 

・
使
用
済
燃
料
乾
式
貯
蔵

容
器
 

Ｓ
 

Ｓ
  Ｓ
 

・
使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
水

補
給
設
備
（
残
留
熱
除

去
系
）
 

・
非
常
用
電
源
及
び
計
装

設
備
（
非
常
用
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
及
び
そ
の

冷
却
系
・
補
助
施
設
を

含
む
）
 

Ｓ   Ｓ
 

・
機
器
・
配
管
，
電
気
計

装
設
備
等
の
支
持
構
造

物
 

Ｓ
 

・
原
子
炉
建
屋
 

・
使
用
済
燃
料
乾
式
貯
蔵

建
屋
 

・
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の

燃
料
油
系
を
支
持
す
る

構
造
物
 

Ｓ
Ｓ
 

Ｓ
Ｓ
 

 
Ｓ

Ｓ
 

 

・
原
子
炉
建
屋
ク
レ
ー
ン
 

・
燃
料
取
替
機
 

・
使
用
済
燃
料
乾
式
貯
蔵

建
屋
天
井
ク
レ
ー
ン
 

・
タ
ー
ビ
ン
建
屋
 

・
廃
棄
物
処
理
建
屋
 

・
そ
の
他
 

Ｓ
Ｓ
 

Ｓ
Ｓ
 

Ｓ
Ｓ
 

 

Ｓ
Ｓ
 

Ｓ
Ｓ
 

Ｓ
Ｓ
 

 

(ⅲ
) 
原
子
炉
の
緊
急
停

止
の
た
め
に
急
激
に

負
の
反
応
度
を
付
加

す
る
た
め
の
施
設
，

及
び
原
子
炉
の
停
止

状
態
を
維
持
す
る
た

め
の
施
設

 

・
制
御
棒
，
制
御
棒
駆
動

機
構
及
び
制
御
棒
駆
動

水
圧
系
（
ス
ク
ラ
ム
機

能
に
関
す
る
部
分
）
 

 

Ｓ
  

・
炉
心
支
持
構
造
物
 

・
電
気
計
装
設
備
 

・
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
ボ
ッ
ク

ス
 

Ｓ Ｓ
 

Ｓ
 

・
機
器
・
配
管
，
電
気
計

装
設
備
等
の
支
持
構
造

物
 

Ｓ
 

 
・
原
子
炉
建
屋
 

・
原
子
炉
本
体
の
基
礎
 

Ｓ
Ｓ
 

Ｓ
Ｓ
 

 

・
タ
ー
ビ
ン
建
屋
 

・
廃
棄
物
処
理
建
屋
 

・
そ
の
他
 

Ｓ
Ｓ
 

Ｓ
Ｓ
 

Ｓ
Ｓ
 

 

(ⅳ
) 
原
子
炉
停
止
後
，

炉
心
か
ら
崩
壊
熱
を

除
去
す
る
た
め
の
施

設
 

   

・
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
 

・
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
 

・
残
留
熱
除
去
系
（
原
子

炉
停
止
時
冷
却
モ
ー
ド

運
転
に
必
要
な
設
備
）
 

・
冷
却
水
源
と
し
て
の
サ

プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
 

Ｓ
 

Ｓ
 

Ｓ
   Ｓ
 

・
残
留
熱
除
去
系
海
水
系
 

・
炉
心
支
持
構
造
物
 

・
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系

デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
及

び
そ
の
冷
却
系
・
補
助

施
設
 

・
非
常
用
電
源
及
び
計
装

設
備
（
非
常
用
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
及
び
そ
の

冷
却
系
・
補
助
施
設
を

含
む
）
 

・
当
該
施
設
の
機
能
維
持

に
必
要
な
空
調
設
備
 

Ｓ Ｓ
 

Ｓ
    Ｓ
     Ｓ
 

・
機
器
・
配
管
，
電
気
計

装
設
備
等
の
支
持
構
造

物
 

Ｓ
 

 
・
原
子
炉
建
屋
 

・
海
水
ポ
ン
プ
基
礎
等
の

海
水
系
を
支
持
す
る
構

造
物
 

・
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の

燃
料
油
系
を
支
持
す
る

構
造
物
 

Ｓ
Ｓ
 

Ｓ
Ｓ
 

  
Ｓ

Ｓ
 

 

・
タ
ー
ビ
ン
建
屋
 

・
廃
棄
物
処
理
建
屋
 

・
そ
の
他
 

Ｓ
Ｓ
 

Ｓ
Ｓ
 

Ｓ
Ｓ
 

 

(ⅴ
) 
原
子
炉
冷
却
材
圧

力
バ
ウ
ン
ダ
リ
破
損

事
故
後
，
炉
心
か
ら

崩
壊
熱
を
除
去
す
る

た
め
の
施
設
 

  

・
非
常
用
炉
心
冷
却
系
 

1)
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ

系
 

2)
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ

系
 

3)
残
留
熱
除
去
系
（
低

圧
注
入
モ
ー
ド
運
転

に
必
要
な
設
備
）
 

4)
自
動
減
圧
系
 

・
冷
却
水
源
と
し
て
の
サ

プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
 

Ｓ
         Ｓ
  

・
残
留
熱
除
去
系
海
水
系
 

・
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系

デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
及

び
そ
の
冷
却
系
・
補
助

施
設
 

・
中
央
制
御
室
の
遮
蔽
と

空
調
設
備
 

・
非
常
用
電
源
及
び
計
装

設
備
（
非
常
用
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
及
び
そ
の

冷
却
系
・
補
助
施
設
を

含
む
）
 

・
当
該
施
設
の
機
能
維
持

に
必
要
な
空
調
設
備
 

Ｓ Ｓ
    Ｓ
  Ｓ
     Ｓ
 

・
機
器
・
配
管
，
電
気
計

装
設
備
等
の
支
持
構
造

物
 

Ｓ
 

 
・
原
子
炉
建
屋
 

・
海
水
ポ
ン
プ
基
礎
等
の

海
水
系
を
支
持
す
る
構

造
物
 

・
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の

燃
料
油
系
を
支
持
す
る

構
造
物
 

Ｓ
Ｓ
 

Ｓ
Ｓ
 

  

Ｓ
Ｓ
 

 

・
タ
ー
ビ
ン
建
屋
 

・
廃
棄
物
処
理
建
屋
 

・
そ
の
他
 

 

Ｓ
Ｓ
 

Ｓ
Ｓ
 

Ｓ
Ｓ
 

 

（安全設計に関する説明） 
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（

つ
づ

き
）

 

耐
震
重
要
度
 

分
 
 
 
類
 

機
 能

 別
 分

 類
 

主
 
要
 
設
 
備

（
注
１
）
 

補
 
助
 
設
 
備

（
注
２
）
 

直
接
支
持
構
造
物

（
注
３
）
 

間
接
支
持
構
造
物

（
注
４
）
 

波
及
的
影
響
を
 

考
慮
す
べ
き
施
設

（
注
５
）
 

適
 
用
 
範
 
囲
 

耐
 
震
 

ク
ラ
ス
 

適
 
用
 
範
 
囲
 

耐
 
震
 

ク
ラ
ス
 

適
 
用
 
範
 
囲
 

耐
 
震
 

ク
ラ
ス
 

適
 
用
 
範
 
囲
 

検
討
用
 

地
震
動
 

（
注
６
）
 

適
 
用
 
範
 
囲
 

検
討
用
 

地
震
動
 

（
注
６
）
 

Ｓ
ク
ラ
ス
 

(ⅵ
) 
原
子
炉
冷
却
材
圧

力
バ
ウ
ン
ダ
リ
破
損

事
故
の
際
に
，
圧
力

障
壁
と
な
り
放
射
性

物
質
の
放
散
を
直
接

防
ぐ
た
め
の
施
設
 

・
原
子
炉
格
納
容
器
 

・
原
子
炉
格
納
容
器
バ
ウ

ン
ダ
リ
に
属
す
る
配

管
・
弁
 

Ｓ
 

Ｓ
 

・
隔

離
弁

を
閉

と
す

る
た
め
に
必
要
な
電
気
計

装
設
備
 

Ｓ
・
機
器
・
配
管
，
電
気
計

装
設
備
等
の
支
持
構
造

物
 

Ｓ
  

・
原
子
炉
建
屋
 

Ｓ
Ｓ
 

  

・
原
子
炉
ウ
ェ
ル
用
遮
 

蔽
ブ
ロ
ッ
ク
 

・
タ
ー
ビ
ン
建
屋
 

・
廃
棄
物
処
理
建
屋
 

・
そ
の
他
 

Ｓ
Ｓ
 

 

Ｓ
Ｓ
 

Ｓ
Ｓ
 

Ｓ
Ｓ
 

(ⅶ
) 
放
射
性
物
質
の
放

出
を
伴
う
よ
う
な
事

故
の
際
に
，
そ
の
外

部
放
散
を
抑
制
す
る

た
め
の
設
備
で
あ

り
，
(ⅵ

)以
外
の
施

設
 

  

・
残
留
熱
除
去
系
（
格
納

容
器
ス
プ
レ
イ
冷
却
モ

ー
ド
運
転
に
必
要
な
設

備
）
 

・
可
燃
性
ガ
ス
濃
度
制
御
 

系
 

・
原
子
炉
建
屋
原
子
炉
棟
 

・
非
常
用
ガ
ス
処
理
系
 

・
非
常
用
ガ
ス
再
循
環
系
 

・
原
子
炉
格
納
容
器
圧
力

低
減
装
置
（
ダ
イ
ヤ
フ

ラ
ム
・
フ
ロ
ア
，
ベ
ン

ト
管
）

 

・
冷
却
水
源
と
し
て
の
サ

プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
 

Ｓ
    Ｓ
  Ｓ
 

Ｓ
 

Ｓ
 

Ｓ
    Ｓ
  

・
残
留
熱
除
去
系
海
水

系
 

・
非
常
用
電
源
及
び
計

装
設
備
（
非
常
用
デ
ィ

ー
ゼ
ル
発
電
機
及
び
そ

の
冷
却
系
・
補
助
施
設

を
含
む
）
 

・
当
該
施
設
の
機
能
維

持
に
必
要
な
空
調
設
備
 

Ｓ  Ｓ
 

    
Ｓ
 

・
機
器
・
配
管
，
電
気
計

装
設
備
等
の
支
持
構
造

物
 

Ｓ
 

  
 

・
原
子
炉
建
屋
 

・
原
子
炉
本
体
の
基
礎
 

（
注
７
）
 

・
海
水
ポ
ン
プ
基
礎
等
の
 

海
水
系
を
支
持
す
る
構

造
物
 

・
排
気
筒
 

・
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の

燃
料
油
系
を
支
持
す
る

構
造
物
 

Ｓ
Ｓ
 

Ｓ
Ｓ
 

 

Ｓ
Ｓ
 

  
Ｓ

Ｓ
 

Ｓ
Ｓ
 

 

・
タ
ー
ビ
ン
建
屋
 

・
廃
棄
物
処
理
建
屋
 

・
そ
の
他
 

 

Ｓ
Ｓ
 

Ｓ
Ｓ
 

Ｓ
Ｓ
 

 

 

(ⅷ
) 
津
波
防
護
機
能
を

有
す
る
設
備
及
び
浸

水
防
止
機
能
を
有
す

る
設
備

 

 

・
防
潮
堤
 

・
防
潮
扉
 

・
放
水
路
ゲ
ー
ト
 

・
構
内
排
水
路
逆
流
防
止
設

備
 

・
貯
留
堰
 

・
浸
水
防
止
蓋
 

・
貫
通
部
止
水
処
置
 

Ｓ
 

Ｓ
 

Ｓ
 

Ｓ
  Ｓ
 

Ｓ
 

Ｓ
 

・
非

常
用

電
源

及
び

計
装
設
備
（
非
常
用
デ
ィ

ー
ゼ
ル
発
電
機
及
び
そ

の
冷
却
系
・
補
助
施
設

を
含
む
）
 

Ｓ
・
機
器
・
配
管
，
電
気
計

装
設
備
等
の
支
持
構
造

物
 

Ｓ
 

・
原
子
炉
建
屋
 

・
当
該
の
屋

外
設
備
を
支

持
す
る
構
造
物
 

・
デ
ィ
ー
ゼ

ル
発
電
機

の
燃

料
油

系
を

支
持

す
る

構
造
物
 

Ｓ
Ｓ
 

Ｓ
Ｓ
 

 
Ｓ

Ｓ
 

 

・
タ
ー
ビ
ン
建
屋
 

・
廃
棄
物
処
理
建
屋
 

・
そ
の
他
 

 

Ｓ
Ｓ
 

Ｓ
Ｓ
 

Ｓ
Ｓ
 

 

(ⅸ
) 
敷
地
に
お
け
る
津

波
監
視
機
能
を
有
す

る
施
設
 

 

・
取
水
ピ
ッ
ト
水
位
計
 

・
潮
位
計
 

・
津
波
・
構
内
監
視
カ
メ
ラ

Ｓ
 

Ｓ
 

Ｓ
 

・
非
常
用
電
源
及
び
計

装
設
備
（
非
常
用
デ
ィ

ー
ゼ
ル
発
電
機
及
び
そ

の
冷
却
系
・
補
助
施
設

を
含
む
）
 

Ｓ  
・
機
器
・
配
管
，
電
気
計

装
設
備
等
の
支
持
構
造

物
 

Ｓ
  

・
原
子
炉
建
屋
 

・
当
該
の
屋
外
設
備
を
支

持
す
る
構
造
物
 

・
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の

燃
料
油
系
を
支
持
す
る

構
造
物
 

Ｓ
Ｓ
 

Ｓ
Ｓ
 

 

Ｓ
Ｓ
 

 

・
タ
ー
ビ
ン
建
屋
 

・
廃
棄
物
処
理
建
屋
 

・
そ
の
他
 

 

Ｓ
Ｓ
 

Ｓ
Ｓ
 

Ｓ
Ｓ
 

 

(ⅹ
) 
そ
の
他
 

 
・
ほ
う
酸
水
注
入
系
 （
注
８
）

・
圧
力
容
器
内
部
構
造
物
 

（
注
９
）

Ｓ
  Ｓ
 

・
非
常
用
電
源
及
び
計

装
設
備
（
非
常
用
デ
ィ

ー
ゼ
ル
発
電
機
及
び
そ

の
冷
却
系
・
補
助
施
設

を
含
む
）
 

Ｓ  
・
機
器
・
配
管
，
電
気
計

装
設
備
等
の
支
持
構
造

物
 

・
原
子
炉
圧
力
容
器
 

Ｓ
   Ｓ
 

・
原
子
炉
建
屋
 

・
原
子
炉
本
体
の
基
礎
 

・
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の

燃
料
油
系
を
支
持
す
る

構
造
物
 

Ｓ
Ｓ
 

Ｓ
Ｓ
 

Ｓ
Ｓ
 

・
タ
ー
ビ
ン
建
屋
 

・
廃
棄
物
処
理
建
屋
 

・
そ
の
他
 

 

Ｓ
Ｓ
 

Ｓ
Ｓ
 

Ｓ
Ｓ
 

 



 

 

10 

 
 
（

つ
づ

き
）

 

耐
震
重
要
度
 

分
 
 
 
類
 

機
 能

 別
 分

 類
 

主
 
要
 
設
 
備

（
注
１
）
 

補
 
助
 
設
 
備

（
注
２
）
 

直
接
支
持
構
造
物

（
注
３
）
 

間
接
支
持
構
造
物

（
注
４
）
 

適
 
用
 
範
 
囲
 

耐
 
震
 

ク
ラ
ス
 

適
 
用
 
範
 
囲
 

耐
 
震
 

ク
ラ
ス
 

適
 
用
 
範
 
囲
 

耐
 
震
 

ク
ラ
ス
 

適
 
用
 
範
 
囲
 

検
討
用
 

地
震
動
 

（
注
６
）
 

Ｂ
ク
ラ
ス
 

(ⅰ
) 
原
子
炉
冷
却
材
圧
力

バ
ウ
ン
ダ
リ
に
直
接
接

続
さ
れ
て
い
て
，
一
次

冷
却
材
を
内
蔵
し
て
い

る
か
又
は
内
蔵
し
得
る

施
設
 

  

・
主
蒸
気
系
（
外
側
主
蒸
気

隔
離
弁
よ
り
主
塞
止
弁
ま

で
）
 

Ｂ
 

（
注
１
０
）

 
－
 

－
 

・
機
器
・
配
管
等
の
支
持
構
造

物
 

Ｂ
 

・
原
子
炉
建
屋
 

・
タ
ー
ビ
ン
建
屋
（
外
側
主
蒸

気
隔
離
弁
よ
り
主
塞
止
弁
ま

で
の
配
管
・
弁
を
支
持
す
る

部
分
）
 

Ｓ
ｄ
 

Ｓ
ｄ
 

 

・
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
排

気
管
 

Ｂ
 

（
注
１
１
）

－
 

－
 

・
機
器
・
配
管
等
の
支
持
構
造

物
 

Ｂ
 

・
原
子
炉
建
屋
 

Ｓ
Ｓ
 

 

・
主
蒸
気
系
及
び
給
水
系
 

・
原
子
炉
冷
却
材
浄
化
系
 

Ｂ
 

Ｂ
 

－
 

－
 

・
機
器
・
配
管
等
の
支
持
構
造

物
 

Ｂ
 

・
原
子
炉
建
屋
 

・
タ
ー
ビ
ン
建
屋
 

Ｓ
Ｂ
 

Ｓ
Ｂ
 

(ⅱ
) 
放
射
性
廃
棄
物
を
内

蔵
し
て
い
る
施
設
（
た

だ
し
，
内
蔵
量
が
少
な

い
又
は
貯
蔵
方
式
に
よ

り
，
そ
の
破
損
に
よ
る

公
衆
に
与
え
る
放
射
線

の
影
響
が
周
辺
監
視
区

域
外
に
お
け
る
年
間
の

線
量
限
度
に
比
べ
十
分

小
さ
い
も
の
は
除
く
）
 

・
放
射
性
廃
棄
物
処
理
施
設

（
Ｃ
ク
ラ
ス
に
属
す
る
も

の
は
除
く
）
 

Ｂ
 

 

－
 

－
 

・
機
器
・
配
管
等
の
支
持
構
造

物
 

Ｂ
 

・
原
子
炉
建
屋
 

・
廃
棄
物
処
理
建
屋
 

Ｓ
Ｂ
 

Ｓ
Ｂ
 

 

(ⅲ
) 
放
射
性
廃
棄
物
以
外

の
放
射
性
物
質
に
関
 

連
し
た
施
設
で
，
そ
 

の
破
損
に
よ
り
，
公
 

衆
及
び
従
事
者
に
過
 

大
な
放
射
線
被
ば
く
 

を
与
え
る
可
能
性
の
 

あ
る
施
設
 

・
タ
ー
ビ
ン
，
主
復
水
器
，

給
水
加
熱
器
及
び
そ
の
主

要
配
管
 

・
復
水
脱
塩
装
置
 

・
復
水
貯
蔵
タ
ン
ク
 

・
燃
料
プ
ー
ル
冷
却
浄
化
系
 

・
放
射
線
低
減
効
果
の
大
き

い
遮
蔽
 

・
制
御
棒
駆
動
水
圧
系
（
放

射
性
流
体
を
内
蔵
す
る
部

分
）
 

・
原
子
炉
建
屋
ク
レ
ー
ン
 

・
燃
料
取
替
機
 

・
使
用
済
燃
料
乾
式
貯
蔵
建

屋
天
井
ク
レ
ー
ン
 

・
制
御
棒
貯
蔵
ラ
ッ
ク
 

Ｂ
   Ｂ
 

Ｂ
 

Ｂ
 

Ｂ
  Ｂ
   Ｂ
 

Ｂ
 

Ｂ
  Ｂ
 

－
 

－
 

・
機
器
・
配
管
等
の
支
持
構
造

物
 

Ｂ
 

 
・
原
子
炉
建
屋
 

・
タ
ー
ビ
ン
建
屋
 

・
廃
棄
物
処
理
建
屋
 

・
使
用
済
燃
料
乾
式
貯
蔵
建
屋
 

Ｓ
Ｂ
 

Ｓ
Ｂ
 

Ｓ
Ｂ
 

Ｓ
Ｂ
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（

つ
づ

き
）

 

耐
震
重
要
度
 

分
 
 
 
類
 

機
 能

 別
 分

 類
 

主
 
要
 
設
 
備

（
注
１
）
 

補
 
助
 
設
 
備

（
注
２
）
 

直
接
支
持
構
造
物

（
注
３
）
 

間
接
支
持
構
造
物

（
注
４
）
 

適
 
用
 
範
 
囲
 

耐
 
震
 

ク
ラ
ス
 

適
 
用
 
範
 
囲
 

耐
 
震
 

ク
ラ
ス
 

適
 
用
 
範
 
囲
 

耐
 
震
 

ク
ラ
ス
 

適
 
用
 
範
 
囲
 

検
討
用
 

地
震
動
 

（
注
６
）
 

Ｂ
ク
ラ
ス
 

(ⅳ
) 
使
用
済
燃
料
を
冷

却
す
る
た
め
の
施
設
 

・
燃
料
プ
ー
ル
冷
却
浄
化
系
 

Ｂ
 

・
原
子
炉
補
機
冷
却
系
 

・
補
機
冷
却
系
海
水
系
 

・
電
気
計
装
設
備
 

 

Ｂ
 

Ｂ
 

Ｂ
 

・
機
器
・
配
管
，
電
気
計
装
設

備
等
の
支
持
構
造
物
 

Ｂ
 

・
原
子
炉
建
屋
 

・
海
水
ポ
ン
プ
基
礎
等
の
海
水

系
を
支
持
す
る
構
造
物
 

Ｓ
Ｂ
 

Ｓ
Ｂ
 

 

(ⅴ
) 
放
射
性
物
質
の
放
出

を
伴
う
よ
う
な
場
合

に
，
そ
の
外
部
放
散
を

抑
制
す
る
た
め
の
施
設

で
，
Ｓ
ク
ラ
ス
に
属
さ

な
い
施
設
 

 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

Ｃ
ク
ラ
ス
 

(ⅰ
) 
原
子
炉
の
反
応
度
を

制
御
す
る
た
め
の
施
設

で
Ｓ
ク
ラ
ス
及
び
Ｂ
ク

ラ
ス
に
属
さ
な
い
施
設
 

 

・
再
循
環
流
量
制
御
系
 

・
制
御
棒
駆
動
水
圧
系
（
Ｓ

ク
ラ
ス
及
び
Ｂ
ク
ラ
ス
に

属
さ
な
い
部
分
）
 

Ｃ
 

Ｃ
 

－
 

－
 

・
機
器
・
配
管
，
電
気
計
装
設

備
等
の
支
持
構
造
物
 

Ｃ
 

 
・
原
子
炉
建
屋
 

Ｓ
Ｃ
 

(ⅱ
) 
放
射
性
物
質
を
内
蔵

し
て
い
る
か
，
又
は
こ

れ
に
関
連
し
た
施
設
で

Ｓ
ク
ラ
ス
及
び
Ｂ
ク
ラ

ス
に
属
さ
な
い
施
設
 

  

・
試
料
採
取
系
 

・
洗
濯
廃
液
処
理
系
 

・
固
化
装
置
よ
り
下
流
の
固

体
廃
棄
物
処
理
系
（
貯
蔵

庫
を
含
む
）
 

・
雑
固
体
減
容
処
理
設
備
 

・
放
射
性
廃
棄
物
処
理
施
設

の
う
ち
濃
縮
装
置
の
凝
縮

水
側
 

・
新
燃
料
貯
蔵
庫
 

・
圧
縮
減
容
装
置
 

・
そ
の
他
 

Ｃ
 

Ｃ
 

Ｃ
   Ｃ
 

Ｃ
   Ｃ
 

Ｃ
 

Ｃ
 

－
 

－
 

・
機
器
・
配
管
，
電
気
計
装
設

備
等
の
支
持
構
造
物
 

Ｃ
 

 
・
原
子
炉
建
屋
 

・
タ
ー
ビ
ン
建
屋
 

・
廃
棄
物
処
理
建
屋
 

・
固
体
廃
棄
物
貯
蔵
庫
 

・
給
水
加
熱
器
保
管
庫
 

・
固
体
廃
棄
物
作
業
建
屋
 

Ｓ
Ｃ
 

Ｓ
Ｃ
 

Ｓ
Ｃ
 

Ｓ
Ｃ
 

Ｓ
Ｃ
 

Ｓ
Ｃ
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（
つ

づ
き

）
 

耐
震
重
要
度
 

分
 
 
 
類
 

機
 能

 別
 分

 類
 

主
 
要
 
設
 
備

（
注
１
）
 

補
 
助
 
設
 
備

（
注
２
）
 

直
接
支
持
構
造
物

（
注
３
）
 

間
接
支
持
構
造
物

（
注
４
）
 

適
 
用
 
範
 
囲
 

耐
 
震
 

ク
ラ
ス
 

適
 
用
 
範
 
囲
 

耐
 
震
 

ク
ラ
ス
 

適
 
用
 
範
 
囲
 

耐
 
震
 

ク
ラ
ス
 

適
 
用
 
範
 
囲
 

検
討
用
 

地
震
動
 

（
注
６
）
 

Ｃ
ク
ラ
ス
 

(ⅲ
) 
原
子
炉
施
設
で
は

あ
る
が
，
放
射
線
安

全
に
関
係
し
な
い
施

設
 

・
循
環
水
系
 

・
タ
ー
ビ
ン
補
機
冷
却
系
 

・
所
内
ボ
イ
ラ
及
び
所
内
蒸

気
系
 

・
消
火
系
 

・
主
発
電
機
・
変
圧
器
 

・
空
調
設
備
 

・
タ
ー
ビ
ン
建
屋
ク
レ
ー
ン
 

・
所
内
用
空
気
系
及
び
計
器

用
空
気
系
 

・
そ
の
他
 

 

Ｃ
 

Ｃ
 

Ｃ
  Ｃ
 

Ｃ
 

Ｃ
 

Ｃ
 

Ｃ
  Ｃ
 

－
 

－
 

・
機

器
・

配
管

，
電

気
計

装
設
備
等
の
支
持
構
造
物
 

Ｃ
 

 
・
原
子
炉
建
屋
 

・
タ
ー
ビ
ン
建
屋
 

・
廃
棄
物
処
理
建
屋
 

・
そ
の
他
 

Ｓ
Ｃ
 

Ｓ
Ｃ
 

Ｓ
Ｃ
 

Ｓ
Ｃ
 

 

 
（

注
１

）
 

 
主

要
設

備
と

は
，

当
該

機
能

に
直

接
的

に
関

連
す

る
設

備
を

い
う

。
 

 
（

注
２

）
 

 
補

助
設

備
と

は
，

当
該

機
能

に
間

接
的

に
関

連
し

，
主

要
設

備
の

補
助

的
役

割
を

持
つ

設
備

を
い

う
。

 

 
（

注
３

）
 

 
直

接
支

持
構

造
物

と
は

，
主

要
設

備
，

補
助

設
備

に
直

接
取

り
付

け
ら

れ
る

支
持

構
造

物
，

若
し

く
は

こ
れ

ら
の

設
備

の
荷

重
を

直
接

的
に

受
け

る
支

持
構

造
物

を
い

う
。

 

 
（

注
４

）
 

 
間

接
支

持
構

造
物

と
は

，
直

接
支

持
構

造
物

か
ら

伝
達

さ
れ

る
荷

重
を

受
け

る
構

造
物

（
建

物
・

構
築

物
）

を
い

う
。

 

 
（

注
５

）
 

 
波

及
的

影
響

を
考

慮
す

べ
き

施
設

と
は

，
下

位
の

耐
震

ク
ラ

ス
に

属
す

る
施

設
の

破
損

に
よ

っ
て

上
位

ク
ラ

ス
に

属
す

る
施

設
に

波
及

的
影

響
を

及
ぼ

す
お

そ
れ

の
あ

る
施

設
を

 

 
 

 
 

 
 

 
い

う
。

ま
た

，
そ

の
他

の
施

設
と

し
て

「
1
.
3
.
1
.
5
 
設

計
に

お
け

る
留

意
事

項
」

で
の

検
討

を
踏

ま
え

た
施

設
も

適
用

範
囲

と
す

る
。

 

 
（

注
６

）
 

 
Ｓ

Ｓ
 

：
 

基
準

地
震

動
Ｓ

Ｓ
に

よ
り

定
ま

る
地

震
力

 

 
 

 
 

 
 

 
Ｓ

ｄ
 

：
 

弾
性

設
計

用
地

震
動

Ｓ
ｄ
に

よ
り

定
ま

る
地

震
力

 

 
 

 
 

 
 

 
Ｓ

Ｂ
 

：
 

耐
震

Ｂ
ク

ラ
ス

施
設

に
適

用
さ

れ
る

地
震

力
 

 
 

 
 

 
 

 
 
Ｓ

Ｃ
 

：
 

耐
震

Ｃ
ク

ラ
ス

施
設

に
適

用
さ

れ
る

静
的

地
震

力
 

 
（

注
７

）
 

 
原

子
炉

本
体

の
基

礎
の

一
部

は
，

間
接

支
持

構
造

物
の

機
能

に
加

え
て

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

と
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
と

の
圧

力
境

界
と

な
る

機
能

を
有

す
る

。
 

 
（

注
８

）
 

 
ほ

う
酸

水
注

入
系

は
，

安
全

機
能

の
重

要
度

を
考

慮
し

て
，

Ｓ
ク

ラ
ス

に
準

ず
る

。
 

 
（

注
９

）
 

 
圧

力
容

器
内

部
構

造
物

は
，

炉
内

に
あ

る
こ

と
の

重
要

性
か

ら
Ｓ

ク
ラ

ス
に

準
ず

る
。

 

 
（

注
１

０
）

 
Ｂ

ク
ラ

ス
で

は
あ

る
が

，
弾

性
設

計
用

地
震

動
Ｓ

ｄ
に

対
し

て
破

損
し

な
い

こ
と

の
検

討
を

行
う

も
の

と
す

る
。

 

 
（

注
１

１
）

 
地

震
に

よ
り

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
排

気
管

（
以

下
「

排
気

管
」

と
い

う
。

）
が

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

内
の

気
相

部
で

破
損

し
た

場
合

，
放

出
さ

れ
た

蒸
気

は
凝

縮
す

る
こ

と
が

出
来

な
い

た
め

，
基

準
地

震
動

Ｓ
ｓ

に
対

し
て

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

内
の

排
気

管
が

破
損

し
な

い
こ

と
を

確
認

す
る

。
ま

た
，

排
気

管
が

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

内
で

破
損

し
た

場
合

で
あ

れ
ば

，
放

出
さ

れ
た

蒸
気

は
ベ

ン
ト

管
を

通
し

て
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
の

プ
ー

ル
水

中
に

導
か

れ
て

凝
縮

す
る

た
め

，
原

子
炉

格
納

容
器

の
内

圧
が

有
意

に
上

昇
す

る
こ

と
は

な
い

と
考

え
ら

れ
る

が
，

基
準

地
震

動
Ｓ

ｓ
に

対
し

て
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
内

の
排

気
管

が
破

損
し

な
い

こ
と

を
確

認
す

る
。
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1.9 発電用原子炉設置変更許可申請に係る安全設計の方針 

1.9.10 発電用原子炉設置変更許可申請（令和 3 年 6 月 25 日申請）に係る安

全設計の方針 

1.9.10.1 「実用発電用原子炉及びその附属施設の位置、構造及び設備の基準

に関する規則（平成 25 年 6 月 19 日制定）」に対する適合 

1.9.10.2 安全機能の重要度分類 
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第三条 設計基準対象施設の地盤 

 

設計基準対象施設は、次条第二項の規定により算定する地震力（設計基

準対象施設のうち、地震の発生によって生ずるおそれがあるその安全機能

の喪失に起因する放射線による公衆への影響の程度が特に大きいもの（以

下「耐震重要施設」という。）及び兼用キャスクにあっては、同条第三項

に規定する基準地震動による地震力を含む。）が作用した場合においても

当該設計基準対象施設を十分に支持することができる地盤に設けなければ

ならない。ただし、兼用キャスクにあっては、地盤により十分に支持され

なくてもその安全機能が損なわれない方法により設けることができるとき

は、この限りでない。 

 

適合のための設計方針 

圧縮減容装置を設置する施設は，耐震重要度分類Ｃクラスに応じて算定す

る地震力が作用した場合においても，接地圧に対する十分な支持力を有する

地盤に設置する。 
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第四条 地震による損傷の防止 

 

１ 設計基準対象施設は、地震力に十分に耐えることができるものでなけ

ればならない。 

２ 前項の地震力は、地震の発生によって生ずるおそれがある設計基準対

象施設の安全機能の喪失に起因する放射線による公衆への影響の程度に

応じて算定しなければならない。 

 

適合のための設計方針 

第１項及び第２項について 

圧縮減容装置は，耐震重要度分類Ｃクラスに分類し，それに応じて設定し

た地震力に対しておおむね弾性範囲の設計を行う。 
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第六条 外部からの衝撃による損傷の防止 

 

１ 安全施設（兼用キャスクを除く。）は、想定される自然現象（地震及

び津波を除く。次項において同じ。）が発生した場合においても安全機

能を損なわないものでなければならない。 

３ 安全施設（兼用キャスクを除く。）は、工場等内又はその周辺におい

て想定される発電用原子炉施設の安全性を損なわせる原因となるおそれ

がある事象であって人為によるもの（故意によるものを除く。以下「人

為による事象」という。）に対して安全機能を損なわないものでなけれ

ばならない。 

 

適合のための設計方針 

第１項について 

圧縮減容装置を含む固体廃棄物処理系は，発電所敷地で想定される洪水，

風（台風），竜巻，凍結，降水，積雪，落雷，火山の影響，生物学的事象，

森林火災及び高潮の自然現象（地震及び津波を除く。）が発生した場合にお

いても安全機能を損なわない設計とする。また，発電所敷地で想定される自

然現象又はその組合せに遭遇した場合において，自然現象そのものがもたら

す環境条件及びその結果として安全施設で生じ得る環境条件を考慮する。 

 

第３項について 

圧縮減容装置を含む固体廃棄物処理系は，発電所敷地又はその周辺におい

て想定される飛来物（航空機落下），ダムの崩壊，爆発，近隣工場等の火災，

有毒ガス，船舶の衝突及び電磁的障害の発電用原子炉施設の安全性を損なわ

せる原因となるおそれがある事象であって人為によるもの（故意によるもの
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を除く。）に対して，安全機能を損なわない設計とする。 
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第八条 火災による損傷の防止 

 

 設計基準対象施設は、火災により発電用原子炉施設の安全性が損なわれ

ないよう、火災の発生を防止することができ、かつ、早期に火災発生を

感知する設備（以下「火災感知設備」という。）及び消火を行う設備

（以下「消火設備」といい、安全施設に属するものに限る。）並びに火

災の影響を軽減する機能を有するものでなければならない。 

 

適合のための設計方針 

圧縮減容装置を含む固体廃棄物処理系は，火災により発電用原子炉施設の

安全性を損なわないよう，火災発生防止，火災感知及び消火並びに火災の影

響軽減の措置を講じるものとする。 

(1) 火災発生防止 

潤滑油等の発火性又は引火性物質を内包する設備は，漏えいを防止する

設計とする。万一，潤滑油等が漏えいした場合に，漏えいの拡大を防止す

る堰等を設ける設計とする。 

電気系統については，必要に応じて過電流継電器等の保護装置と遮断器

の組合せ等により，過電流による過熱，焼損の防止を図るとともに，必要

な電気設備に接地を施す設計とする。 

圧縮減容装置は，落雷により火災が発生する可能性を低減するため，避

雷設備が設けられた固体廃棄物作業建屋に設置する設計とする。 

(2) 火災感知及び消火 

圧縮減容装置を設置する固体廃棄物作業建屋は，金属とコンクリートで

構築された建屋であり，火災による安全機能への影響は考えにくい。加え

て，消火活動の妨げとならないよう可燃物管理を行うことにより建屋内の
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火災荷重を低く管理する。よって，消防法又は建築基準法に基づく火災感

知設備及び消火設備を設置する設計とする。 

(3) 火災の影響軽減のための対策 

圧縮減容装置は，3 時間以上の耐火能力を有する耐火壁（耐火隔壁，貫

通部シール，防火扉，防火ダンパ等）によって隣接する他の火災区域から

分離された固体廃棄物作業建屋内に設置する設計とする。 
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第九条 溢水による損傷の防止等 

 

１ 安全施設は、発電用原子炉施設内における溢水が発生した場合におい

ても安全機能を損なわないものでなければならない。 

 

適合のための設計方針 

第１項について 

  圧縮減容装置を含む固体廃棄物処理系は，発電用原子炉施設内における溢

水が発生した場合においても，安全機能を損なわない設計とする。 
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第十条 誤操作の防止 

 

１ 設計基準対象施設は、誤操作を防止するための措置を講じたものでな

ければならない。 

２ 安全施設は、容易に操作することができるものでなければならない。 

 

適合のための設計方針 

第１項について 

圧縮減容装置は，作業員の誤操作を防止するため，盤の配置，操作器具等

の操作性に留意するとともに，状態表示及び警報表示により圧縮減容装置の

状態が正確，かつ迅速に把握できる設計とする。また，保守点検において誤

りが生じにくいよう留意した設計とする。 

 

第２項について 

圧縮減容装置は，当該操作が必要となる理由となった事象が有意な可能性

をもって同時にもたらされる環境条件及び発電用原子炉施設で有意な可能性

をもって同時にもたらされる環境条件（地震，内部火災，内部溢水，ばい煙，

有毒ガス，降下火砕物及び凍結による操作雰囲気の悪化）を想定しても，容

易に操作することができる設計とする。外部電源喪失時においては，圧縮減

容装置は自動停止する設計とする。 
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第十二条 安全施設 

 

１ 安全施設は、その安全機能の重要度に応じて、安全機能が確保された

ものでなければならない。 

３ 安全施設は、設計基準事故及び設計基準事故に至るまでの間に想定さ

れる全ての環境条件において、その機能を発揮することができるもので

なければならない。 

４ 安全施設は、その健全性及び能力を確認するため、その安全機能の重

要度に応じ、発電用原子炉の運転中又は停止中に試験又は検査ができる

ものでなければならない。 

 

適合のための設計方針 

第１項について 

圧縮減容装置を含む固体廃棄物処理系は，「発電用軽水型原子炉施設の安

全機能の重要度分類に関する審査指針」に基づき，それが果たす安全機能の

性質及びその有する安全機能の重要度に応じてＰＳ－３に分類し，一般の産

業施設と同等以上の信頼性を確保し，かつ，維持する設計とする。 

 

第３項について 

圧縮減容装置を含む固体廃棄物処理系の設計条件を設定するに当たっては，

材料疲労，劣化等に対しても十分な余裕をもって機能維持が可能となるよう，

通常運転時，運転時の異常な過渡変化時及び設計基準事故時に想定される圧

力，温度，湿度，放射線量等各種の環境条件を考慮し，十分安全側の条件を

与えることにより，これらの条件下においても期待されている安全機能を発

揮できる設計とする。 
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第４項について 

  圧縮減容装置を含む固体廃棄物処理系は，その健全性及び能力を確認する

ため，その安全機能の重要度に応じ，必要性及びプラントに与える影響を考

慮して，発電用原子炉の運転中又は停止中に試験又は検査ができる設計とす

る。 
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第二十七条 放射性廃棄物の処理施設 

 

工場等には、次に掲げるところにより、通常運転時において放射性廃

棄物（実用炉規則第二条第二項第二号に規定する放射性廃棄物をいう。

以下同じ。）を処理する施設（安全施設に係るものに限る。以下この条に

おいて同じ。）を設けなければならない。 

 三 固体状の放射性廃棄物の処理に係るものにあっては、放射性廃棄物

を処理する過程において放射性物質が散逸し難いものとすること。 

 

適合のための設計方針 

圧縮減容装置は，ドラム缶投入口をフードで囲い，フード内を排気するこ

とで，処理する過程において放射性物質が散逸し難い設計とする。また，仕

分け・切断作業エリア内の作業場は，当該作業場内を排気することで，処理

する過程において放射性物質が散逸し難い設計とする。 
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第二十九条 工場等周辺における直接線等からの防護 

 

設計基準対象施設は、通常運転時において発電用原子炉施設からの直

接線及びスカイシャイン線による工場等周辺の空間線量率が十分に低減

できるものでなければならない。 

 

適合のための設計方針 

通常運転時において，発電用原子炉施設からの直接線及びスカイシャイン

線による敷地周辺の空間線量率を合理的に達成できる限り小さい値になるよ

うに圧縮減容装置を設計する。 
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第三十条 放射線からの放射線業務従事者の防護 

 

１ 設計基準対象施設は、外部放射線による放射線障害を防止する必要が

ある場合には、次に掲げるものでなければならない。 

 一 放射線業務従事者（実用炉規則第二条第二項第七号に規定する放射

線業務従事者をいう。以下同じ。）が業務に従事する場所における放射

線量を低減できるものとすること。 

３ 放射線管理施設には、放射線管理に必要な情報を原子炉制御室その他

当該情報を伝達する必要がある場所に表示できる設備（安全施設に属す

るものに限る。）を設けなければならない。 

 

適合のための設計方針 

第１項第１号について 

圧縮減容装置は，「実用発電用原子炉の設置、運転等に関する規則」に基

づいて管理区域を定め，通常運転時，定期検査時等において放射線業務従

事者が受ける線量が「核原料物質又は核燃料物質の製錬の事業に関する規

則等の規定に基づく線量限度等を定める告示」に定められた限度を超えな

いようにし，不要の被ばくを防止するような遮蔽及び機器の配置等が行わ

れた固体廃棄物作業建屋内に設置する設計とする。 

なお，固体廃棄物作業建屋の遮蔽設計に当たっては，放射線業務従事者

の立入り頻度，滞在時間等を考慮して外部放射線に係る基準線量率を設け，

これを満足し，換気空調系においても適切な換気回数を確保して，建屋内

の環境の浄化を行う設計とする。 

 

第３項について 
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圧縮減容装置の設置場所の放射線監視のため，エリアモニタリング設備

を設け，中央制御室内に記録，指示を行い，放射線レベル設定値を超えた

場合は警報を発するようにする。また，放射線業務従事者が特に頻繁に立

ち入る箇所については定期的及び必要の都度，サーベイ・メータによる外

部放射線に係る放射線量率，サンプリング等による空気中放射性物質濃度

及び床面等の表面の放射性物質の密度の測定を行う設計とする。 
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1.9.10.2 安全機能の重要度分類 

原子炉施設の安全機能の相対的重要度を，「発電用軽水型原子炉施設の

安全機能の重要度分類に関する審査指針」に基づき，次のように定め，こ

れらの機能を果たすべき構築物，系統及び機器を適切に設計する。 

 (1) 安全上の機能別重要度分類 

安全機能を有する構築物，系統及び機器を，それが果たす安全機能の

性質に応じて，次の2種に分類する。 

ａ．その機能の喪失により，原子炉施設を異常状態に陥れ，もって一般

公衆ないし従事者に過度の放射線被ばくを及ぼすおそれのあるもの

（異常発生防止系。以下「ＰＳ」という。）。 

ｂ．原子炉施設の異常状態において，この拡大を防止し，又はこれを速

やかに収束せしめ，もって一般公衆ないし従事者に及ぼすおそれのあ

る過度の放射線被ばくを防止し，又は緩和する機能を有するもの（異

常影響緩和系。以下「ＭＳ」という。）。 

また，ＰＳ及びＭＳのそれぞれに属する構築物，系統及び機器を，

その有する安全機能の重要度に応じ，それぞれクラス１，クラス２及

びクラス３に分類する。それぞれのクラスの呼称は第 1.9－1 表に掲げ

るとおりとする。 

上記に基づく本原子炉施設の安全上の機能別重要度分類を第 1.9－2

表に示す。 

なお，各クラスに属する構築物，系統及び機器の基本設計ないし基

本的設計方針は，確立された設計，建設及び試験の技術並びに運転管

理により，安全機能確保の観点から，次の各号に掲げる基本的目標を

達成できるようにする。 



 

29 

 

(a) クラス１：合理的に達成し得る最高度の信頼性を確保し，かつ，

維持すること。 

(b) クラス２：高度の信頼性を確保し，かつ，維持すること。 

(c) クラス３：一般の産業施設と同等以上の信頼性を確保し，かつ，

維持すること。 

 (2) 分類の適用の原則 

本原子炉施設の安全上の機能別重要度分類を具体的に適用するに当た

っては，原則として次によることとする。 

ａ．安全機能を直接果たす構築物，系統及び機器（以下「当該系」とい

う。）が，その機能を果たすために直接又は間接に必要とする構築

物，系統及び機器（以下「関連系」という。）の範囲と分類は，次の

各号に掲げるところによるものとする。 

 (a) 当該系の機能遂行に直接必要となる関連系は，当該系と同位の重

要度を有するものとみなす。 

(b) 当該系の機能遂行に直接必要はないが，その信頼性を維持し，又

は担保するために必要な関連系は，当該系より下位の重要度を有す

るものとみなす。ただし，当該系がクラス３であるときは，関連系

はクラス３とみなす。 

ｂ．一つの構築物，系統及び機器が，二つ以上の安全機能を有するとき

は，果たすべき全ての安全機能に対する設計上の要求を満足させるも

のとする。 

ｃ．安全機能を有する構築物，系統又は機器は，これら二つ以上のもの

の間において，又は安全機能を有しないものとの間において，その一

方の運転又は故障等により，同位ないし上位の重要度を有する他方に
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期待される安全機能が阻害され，もって原子炉施設の安全が損なわれ

ることのないように，機能的隔離及び物理的分離を適切に考慮する。 

ｄ．重要度の異なる構築物，系統又は機器を接続するときは，下位の重

要度のものに上位の重要度のものと同等の設計上の要求を課すか，又

は上位の重要度のものと同等の隔離装置等によって，下位の重要度の

ものの故障等により上位の重要度のものの安全機能が損なわれないよ

うに，適切な機能的隔離が行われるよう考慮する。 

 

第 1.9.10－1 表 安全上の機能別重要度分類 

機能による分類

 

 

 

重要度による分類 

安全機能を有する構築物，系統

及び機器 
安全機能を有

しない構築

物，系統及び

機器 

異常の発生防止

の機能を有する

もの（ＰＳ） 

異常の影響緩和

の機能を有する

もの（ＭＳ） 

安全に関連

する構築

物，系統及

び機器 

クラス１ 

クラス２ 

クラス３ 

ＰＳ－１ 

ＰＳ－２ 

ＰＳ－３ 

ＭＳ－１ 

ＭＳ－２ 

ＭＳ－３ 

 

安全に関連しない構築

物，系統及び機器 

  安全機能以外

の機能のみを

行うもの 

 

 

 



 

 

 

31 

第
1
.
9
.
1
0
－

2
表

 
本

発
電

用
原

子
炉

施
設

の
安

全
上

の
機

能
別

重
要

度
分

類
（

１
／

１
３

）
 

発
電

用
軽

水
型

原
子

炉
施

設
の

安
全

機
能

の
重

要
部

分
類

に
関

す
る

審
査

指
針

 
東

海
第

二
発

電
所

 

分
類

 
定

義
 

機
能

 
構

築
物

，
系

統
又

は
機

器
 

構
築

物
，

系
統

又
は

機
器

 

Ｐ
Ｓ

－
１

 

そ
の

損
傷

又
は

故
障

に
よ

り
発

生
す

る
事

象
に

よ
っ

て
，

 

(
a
)
炉

心
の

著
し

い
損

傷
，

又

は
(
b
)
燃

料
の

大
量

の
破

損
 

を
引

き
起

こ
す

お
そ

れ
の

あ
る

構
築

物
，

系
統

及
び

機
器

 

1
)
原

子
炉

冷
却

材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ

機
能

 

原
子

炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
を

構
成

す
る

機

器
・

配
管

系
（

計
装

等
の

小
口

径
配

管
・

機
器

は

除
く

。
）

 

原
子

炉
圧

力
容

器
 

原
子

炉
再

循
環

ポ
ン

プ
 

配
管

，
弁

 

隔
離

弁
 

制
御

棒
駆

動
機

構
ハ

ウ
ジ

ン
グ

 

中
性

子
束

計
装

管
ハ

ウ
ジ

ン
グ

 

2
)
過

剰
反

応
度

の

印
加

防
止

機
能

 
制

御
棒

カ
ッ

プ
リ

ン
グ

 
制

御
棒

カ
ッ

プ
リ

ン
グ

 

制
御

棒
駆

動
機

構
カ

ッ
プ

リ
ン

グ
 

3
)
炉

心
形

状
の

維

持
機

能
 

炉
心

支
持

構
造

物
（

炉
心

シ
ュ

ラ
ウ

ド
，

シ
ュ

ラ

ウ
ド

サ
ポ

ー
ト

，
上

部
格

子
板

，
炉

心
支

持
板

，

制
御

棒
案

内
管

）
，

燃
料

集
合

体
（

た
だ

し
，

燃

料
を

除
く

。
）

 

炉
心

シ
ュ

ラ
ウ

ド
 

シ
ュ

ラ
ウ

ド
サ

ポ
ー

ト
 

上
部

格
子

板
 

炉
心

支
持

板
 

燃
料

支
持

金
具

 

制
御

棒
案

内
管

 

制
御

棒
駆

動
機

構
ハ

ウ
ジ

ン
グ

 

燃
料

集
合

体
（

上
部

タ
イ

プ
レ

ー
ト

）
 

燃
料

集
合

体
（

下
部

タ
イ

プ
レ

ー
ト

）
 

燃
料

集
合

体
（

ス
ペ

ー
サ

）
 

燃
料

集
合

体
 

チ
ャ

ン
ネ

ル
ボ

ッ
ク

ス
 

Ｍ
Ｓ

－
１

 

1
)
異

常
状

態
発

生
時

に
原

子
炉

を
緊

急
に

停
止

し
，

残
留

熱
を

除
去

し
，

原
子

炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
の

過
圧

を
防

止

し
，

敷
地

周
辺

公
衆

へ
の

過
度

の
放

射
線

の
影

響
を

防
止

す
る

構
築

物
，

系
統

及
び

機
器

 

1
)
原

子
炉

の
緊

急

停
止

機
能

 

原
子

炉
停

止
系

の
制

御
棒

に
よ

る
系

（
制

御
棒

及

び
制

御
棒

駆
動

系
（

ス
ク

ラ
ム

機
能

）
）

 

制
御

棒
 

制
御

棒
案

内
管

 

制
御

棒
駆

動
機

構
 

原
子

炉
停

止
系

の
制

御
棒

に
よ

る
系

 

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

（
ス

ク
ラ

ム
パ

イ
ロ

ッ
ト

弁
，

ス
ク

ラ
ム

弁
，

ア
キ

ュ
ム

レ
ー

タ
，

窒
素

容
器

，
配

管
，

弁
）
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表

 
本

発
電

用
原

子
炉

施
設

の
安

全
上

の
機

能
別

重
要

度
分

類
（

２
／

１
３

）
 

発
電

用
軽

水
型

原
子

炉
施

設
の

安
全

機
能

の
重

要
部

分
類

に
関

す
る

審
査

指
針

 
東

海
第

二
発

電
所

 

分
類

 
定

義
 

機
能

 
構

築
物

，
系

統
又

は
機

器
 

構
築

物
，

系
統

又
は

機
器

 

Ｍ
Ｓ

－
１

 

1
)
異

常
状

態
発

生
時

に
原

子
炉

を
緊

急
に

停
止

し
，

残
留

熱
を

除
去

し
，

原
子

炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
の

過
圧

を
防

止

し
，

敷
地

周
辺

公
衆

へ
の

過
度

の
放

射
線

の
影

響
を

防
止

す
る

構
築

物
，

系
統

及
び

機
器

 

2
)
未

臨
界

維
持

機

能
 

原
子

炉
停

止
系

（
制

御
棒

に
よ

る
系

，
ほ

う
酸

水

注
入

系
）

 

制
御

棒
 

制
御

棒
カ

ッ
プ

リ
ン

グ
 

制
御

棒
駆

動
機

構
カ

ッ
プ

リ
ン

グ
 

原
子

炉
停

止
系

の
制

御
棒

に
よ

る
系

 

制
御

棒
駆

動
機

構
 

制
御

棒
駆

動
機

構
ハ

ウ
ジ

ン
グ

 

ほ
う

酸
水

注
入

系
（

ほ
う

酸
水

注
入

ポ
ン

プ
，

注
入

弁
，

タ
ン

ク
出

口
弁

，
ほ

う
酸

水
貯

蔵
タ

ン
ク

，
ポ

ン
プ

吸
込

配
管

及
び

弁
，

注
入

配
管

及
び

弁
）

 

3
)
原

子
炉

冷
却

材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ

の
過

圧
防

止
機

能
 

逃
が

し
安

全
弁

（
安

全
弁

と
し

て
の

開
機

能
）

 
逃

が
し

安
全

弁
（

安
全

弁
開

機
能

）
 

4
)
原

子
炉

停
止

後

の
除

熱
機

能
 

残
留

熱
を

除
去

す
る

系
統

（
残

留
熱

除
去

系
（

原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）
，

原
子

炉
隔

離
時

冷

却
系

，
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

，
逃

が
し

安
全

弁

（
手

動
逃

が
し

機
能

）
，

自
動

減
圧

系
（

手
動

逃

が
し

機
能

）
）

 

残
留

熱
除

去
系

（
ポ

ン
プ

，
熱

交
換

器
，

原
子

炉
停

止
時

冷
却

系
の

ル
ー

ト
と

な
る

配
管

及
び

弁
）

 

残
留

熱
除

去
系

 
熱

交
換

器
バ

イ
パ

ス
配

管
及

び
弁

 

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
（

ポ
ン

プ
，

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
，

タ
ー

ビ
ン

，
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

か
ら

注
水

先
ま

で
の

配
管

，
弁

）
 

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
 

タ
ー

ビ
ン

へ
の

蒸
気

供
給

配
管

，
弁

 

ポ
ン

プ
ミ

ニ
マ

ム
フ

ロ
ー

ラ
イ

ン
配

管
，

弁
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
ス

ト
レ

ー
ナ

 

潤
滑

油
冷

却
器

及
び

そ
の

冷
却

器
ま

で
の

冷
却

水
供

給
配

管
 

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
（

ポ
ン

プ
，

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
，

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
か

ら
ス

プ
レ

イ
先

ま
で

の
配

管
，

弁
，

ス
プ

レ
イ

ヘ
ッ

ダ
）
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発
電

用
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子
炉

施
設

の
安

全
上

の
機

能
別

重
要

度
分

類
（

３
／

１
３

）
 

発
電

用
軽

水
型

原
子

炉
施

設
の

安
全

機
能

の
重

要
部

分
類

に
関

す
る

審
査

指
針

 
東

海
第

二
発

電
所

 

分
類

 
定

義
 

機
能

 
構

築
物

，
系

統
又

は
機

器
 

構
築

物
，

系
統

又
は

機
器

 

Ｍ
Ｓ

－
１

 

1
)
異

常
状

態
発

生
時

に
原

子
炉

を
緊

急
に

停
止

し
，

残
留

熱
を

除
去

し
，

原
子

炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
の

過
圧

を
防

止

し
，

敷
地

周
辺

公
衆

へ
の

過
度

の
放

射
線

の
影

響
を

防
止

す
る

構
築

物
，

系
統

及
び

機
器

 

4
)
原

子
炉

停
止

後

の
除

熱
機

能
 

 
 

残
留

熱
を

除
去

す
る

系
統

（
残

留
熱

除
去

系
（

原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）
，

原
子

炉
隔

離
時

冷

却
系

，
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

，
逃

が
し

安
全

弁

（
手

動
逃

が
し

機
能

）
，

自
動

減
圧

系
（

手
動

逃

が
し

機
能

）
）

 

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
 

ポ
ン

プ
ミ

ニ
マ

ム
フ

ロ
ー

ラ
イ

ン
配

管
，

弁
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
ス

ト
レ

ー
ナ

 

逃
が

し
安

全
弁

（
手

動
逃

が
し

機
能

）
 

逃
が

し
安

全
弁

（
手

動
逃

が
し

機
能

）
 

原
子

炉
圧

力
容

器
か

ら
逃

が
し

安
全

弁
ま

で
の

主
蒸

気
配

管
 

駆
動

用
窒

素
源

（
ア

キ
ュ

ム
レ

ー

タ
，

ア
キ

ュ
ム

レ
ー

タ
か

ら
逃

が
し

安
全

弁
ま

で
の

配
管

，
弁

）
 

自
動

減
圧

系
（

手
動

逃
が

し
機

能
）

 

自
動

減
圧

系

（
手

動
逃

が
し

機
能

）
 

原
子

炉
圧

力
容

器
か

ら
逃

が
し

安
全

弁
ま

で
の

主
蒸

気
配

管
 

駆
動

用
窒

素
源

（
ア

キ
ュ

ム
レ

ー

タ
，

ア
キ

ュ
ム

レ
ー

タ
か

ら
逃

が
し

安
全

弁
ま

で
の

配
管

，
弁

）
 

5
)
炉

心
冷

却
機

能
 

非
常

用
炉

心
冷

却
系

（
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

，

低
圧

注
水

系
，

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
，

自
動

減

圧
系

）
 

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
（

ポ
ン

プ
，

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
，

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
か

ら
ス

プ
レ

イ
先

ま
で

の
配

管
，

弁
，

ス
プ

レ
イ

ヘ
ッ

ダ
）

 

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
 

ポ
ン

プ
ミ

ニ
マ

ム
フ

ロ
ー

ラ
イ

ン
配

管
，

弁
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
ス

ト
レ

ー
ナ

 

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
系

）
（

ポ
ン

プ
，

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
，

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
か

ら
注

水
先

ま
で

の
配

管
，

弁
（

熱
交

換
器

バ
イ

パ
ス

ラ
イ

ン
含

む
）

，
注

水
ヘ

ッ
ダ

）
 

残
留

熱
除

去
系

 

ポ
ン

プ
ミ

ニ
マ

ム
フ

ロ
ー

ラ
イ

ン
配

管
，

弁
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
ス

ト
レ

ー
ナ
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表

 
本

発
電

用
原

子
炉

施
設

の
安

全
上

の
機

能
別

重
要

度
分

類
（

４
／

１
３

）
 

発
電

用
軽

水
型

原
子

炉
施

設
の

安
全

機
能

の
重

要
部

分
類

に
関

す
る

審
査

指
針

 
東

海
第

二
発

電
所

 

分
類

 
定

義
 

機
能

 
構

築
物

，
系

統
又

は
機

器
 

構
築

物
，

系
統

又
は

機
器

 

Ｍ
Ｓ

－
１

 

1
)
異

常
状

態
発

生
時

に
原

子
炉

を
緊

急
に

停
止

し
，

残
留

熱
を

除
去

し
，

原
子

炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
の

過
圧

を
防

止

し
，

敷
地

周
辺

公
衆

へ
の

過
度

の
放

射
線

の
影

響
を

防
止

す
る

構
築

物
，

系
統

及
び

機
器

 

5
)
炉

心
冷

却
機

能
 

非
常

用
炉

心
冷

却
系

（
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

，

低
圧

注
水

系
，

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
，

自
動

減

圧
系

）
 

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
（

ポ
ン

プ
，

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
，

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
か

ら
ス

プ
レ

イ
先

ま
で

の
配

管
，

弁
，

ス
プ

レ
イ

ヘ
ッ

ダ
）

 

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
 

ポ
ン

プ
ミ

ニ
マ

ム
フ

ロ
ー

ラ
イ

ン
配

管
，

弁
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
ス

ト
レ

ー
ナ

 

自
動

減
圧

系
（

逃
が

し
安

全
弁

）
 

自
動

減
圧

系

（
逃

が
し

安
全

弁
）

 

原
子

炉
圧

力
容

器
か

ら
逃

が
し

安
全

弁
ま

で
の

主
蒸

気
配

管
 

駆
動

用
窒

素
源

（
ア

キ
ュ

ム
レ

ー

タ
，

ア
キ

ュ
ム

レ
ー

タ
か

ら
逃

が
し

安
全

弁
ま

で
の

配
管

，
弁

）
 

6
)
放

射
性

物
質

の

閉
じ

込
め

機
能

，

放
射

線
の

遮
へ

い

及
び

放
出

低
減

機

能
 

原
子

炉
格

納
容

器
，

原
子

炉
格

納
容

器
隔

離
弁

，

原
子

炉
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

，
原

子
炉

建

屋
，

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

，
非

常
用

再
循

環
ガ

ス

処
理

系
，

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

 

原
子

炉
格

納
容

器
（

格
納

容
器

本
体

，
貫

通
部

，
所

員
用

エ
ア

ロ
ッ

ク
，

機
器

搬
入

ハ
ッ

チ
）

 

原
子

炉
格

納
容

器
 

ダ
イ

ヤ
フ

ラ
ム

フ
ロ

ア
 

ベ
ン

ト
管

 

ス
プ

レ
イ

管
 

ベ
ン

ト
管

付
き

真
空

破
壊

弁
 

原
子

炉
建

屋
外

側
ブ

ロ
ー

ア
ウ

ト
パ

ネ
ル

 

逃
が

し
安

全
弁

排
気

管
の

ク
エ

ン
チ

ャ
 

原
子

炉
建

屋
原

子
炉

棟
（

原
子

炉
建

屋
外

側
ブ

ロ
ー

ア
ウ

ト
パ

ネ
ル

付
き

）
 

原
子

炉
建

屋
 

原
子

炉
建

屋
常

用
換

気
空

調
系

隔
離

弁
 

格
納

容
器

隔
離

弁
及

び
格

納
容

器
バ

ウ
ン

ダ
リ

配
管

 

格
納

容
器

隔
離

弁
及

び
格

納
容

器
バ

ウ
ン

ダ
リ

配
管

 

主
蒸

気
隔

離
弁

駆
動

用
空

気
又

は
窒

素
源

（
ア

キ
ュ

ム
レ

ー
タ

，
ア

キ
ュ

ム
レ

ー
タ

か
ら

主
蒸

気
隔

離
弁

ま
で

の
配

管
，

弁
）

 

主
蒸

気
流

量
制

限
器
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表

 
本

発
電

用
原

子
炉

施
設

の
安

全
上

の
機

能
別

重
要

度
分

類
（

５
／

１
３

）
 

発
電

用
軽

水
型

原
子

炉
施

設
の

安
全

機
能

の
重

要
部

分
類

に
関

す
る

審
査

指
針

 
東

海
第

二
発

電
所

 

分
類

 
定

義
 

機
能

 
構

築
物

，
系

統
又

は
機

器
 

構
築

物
，

系
統

又
は

機
器

 

Ｍ
Ｓ

－
１

 

1
)
異

常
状

態
発

生
時

に
原

子
炉

を
緊

急
に

停
止

し
，

残
留

熱
を

除
去

し
，

原
子

炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
の

過
圧

を
防

止

し
，

敷
地

周
辺

公
衆

へ
の

過
度

の
放

射
線

の
影

響
を

防
止

す
る

構
築

物
，

系
統

及
び

機
器

 

 
 

6
)
放

射
性

物
質

の

閉
じ

込
め

機
能

，

放
射

線
の

遮
へ

い

及
び

放
出

低
減

機

能
 

原
子

炉
格

納
容

器
，

原
子

炉
格

納
容

器
隔

離
弁

，

原
子

炉
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

，
原

子
炉

建

屋
，

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

，
非

常
用

再
循

環
ガ

ス

処
理

系
，

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

 

残
留

熱
除

去
系

（
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

）
（

ポ
ン

プ
，

熱
交

換
器

，
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

，
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

か
ら

ス
プ

レ
イ

先
（

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

及
び

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
気

相
部

）
ま

で
の

配

管
，

弁
，

ス
プ

レ
イ

ヘ
ッ

ダ
（

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

及
び

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
）

）
 

残
留

熱
除

去
系

 

ポ
ン

プ
ミ

ニ
マ

ム
フ

ロ
ー

ラ
イ

ン
の

配
管

，
弁

 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
ス

ト
レ

ー
ナ

 

原
子

炉
建

屋
ガ

ス
処

理
系

（
乾

燥
装

置
，

排
風

機
，

フ
ィ

ル
タ

装
置

，
原

子
炉

建
屋

原
子

炉
棟

吸
込

口
か

ら
排

気
筒

頂
部

ま
で

の
配

管
，

弁
）

 

原
子

炉
建

屋
ガ

ス
処

理
系

 

乾
燥

装
置

（
乾

燥
機

能
部

分
）

 

排
気

筒
（

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

排
気

筒
の

支
持

機
能

）
 

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

（
再

結
合

装
置

，
格

納
容

器
か

ら
再

結
合

装
置

ま
で

の
配

管
，

弁
，

再
結

合
装

置
か

ら
格

納
容

器
ま

で
の

配
管

，
弁

）
 

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

 

残
留

熱
除

去
系

（
再

結
合

装
置

へ
の

冷
却

水
供

給
を

司
る

部
分

）
 

遮
蔽

設
備

（
原

子
炉

遮
蔽

壁
，

一
次

遮
蔽

壁
，

二
次

遮
蔽

壁
）

 

2
)
安

全
上

必
須

な
そ

の
他

の
構

築
物

，
系

統
及

び
機

器
 

1
)
工

学
的

安
全

施

設
及

び
原

子
炉

停

止
系

へ
の

作
動

信

号
の

発
生

機
能

 
 

安
全

保
護

系
 

原
子

炉
緊

急
停

止
の

安
全

保
護

回
路

 

・
非

常
用

炉
心

冷
却

系
作

動
の

安
全

保
護

回
路

 

・
原

子
炉

格
納

容
器

隔
離

の
安

全
保

護
回

路
 

・
原

子
炉

建
屋

ガ
ス

処
理

系
作

動
の

安
全

保
護

回
路

 

・
主

蒸
気

隔
離

の
安

全
保

護
回

路
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表

 
本

発
電

用
原

子
炉

施
設

の
安

全
上

の
機

能
別

重
要

度
分

類
（

６
／

１
３

）
 

発
電

用
軽

水
型

原
子

炉
施

設
の

安
全

機
能

の
重

要
部

分
類

に
関

す
る

審
査

指
針

 
東

海
第

二
発

電
所

 

分
類

 
定

義
 

機
能

 
構

築
物

，
系

統
又

は
機

器
 

構
築

物
，

系
統

又
は

機
器

 

Ｍ
Ｓ

－
１

 
2
)
安

全
上

必
須

な
そ

の
他

の
構

築
物

，
系

統
及

び
機

器
 

2
)
安

全
上

特
に

重

要
な

関
連

機
能

 

非
常

用
所

内
電

源
系

，
制

御
室

及
び

そ
の

遮
蔽

・

非
常

用
換

気
空

調
系

，
非

常
用

補
機

冷
却

水
系

，

直
流

電
源

系
（

い
ず

れ
も

，
Ｍ

Ｓ
－

１
関

連
の

も

の
）

 

非
常

用
所

内
電

源
系

（
デ

ィ
ー

ゼ
ル

機
関

，
発

電
機

，
発

電
機

か
ら

非
常

用
負

荷
ま

で
の

配
電

設
備

及
び

電
路

）
 

非
常

用
所

内
電

源
系

 

燃
料

系
 

始
動

用
空

気
系

（
機

関
～

空
気

だ

め
）

 

吸
気

系
 

冷
却

水
系

 

中
央

制
御

室
 

中
央

制
御

室
遮

蔽
 

中
央

制
御

室
換

気
空

調
系

（
放

射
線

防
護

機
能

及
び

有
毒

ガ
ス

防
護

機
能

）
（

非
常

用
再

循
環

送
風

機
，

非
常

用
再

循
環

フ
ィ

ル
タ

装
置

，
空

調
ユ

ニ
ッ

ト
，

送
風

機
，

排
風

機
，

ダ
ク

ト
及

び
ダ

ン
パ

）
 

残
留

熱
除

去
系

海
水

系
（

ポ
ン

プ
，

熱
交

換
器

，
配

管
，

弁
，

ス
ト

レ
ー

ナ
（

Ｍ
Ｓ

－
１

関
連

）
）

 

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

海
水

系
（

ポ
ン

プ
，

配
管

，
弁

，
ス

ト
レ

ー
ナ

）
 

直
流

電
源

系
（

蓄
電

池
，

蓄
電

池
か

ら
非

常
用

負
荷

ま
で

の
配

電
設

備
及

び
電

路
（

Ｍ
Ｓ

－
１

関
連

）
）

 

計
装

制
御

電
源

系
（

Ｍ
Ｓ

－
１

関
連

）
 

そ
の

他
 

放
水

路
ゲ

ー
ト
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表

 
本

発
電

用
原

子
炉

施
設

の
安

全
上

の
機

能
別

重
要

度
分

類
（

７
／

１
３

）
 

発
電

用
軽

水
型

原
子

炉
施

設
の

安
全

機
能

の
重

要
部

分
類

に
関

す
る

審
査

指
針

 
東

海
第

二
発

電
所

 

分
類

 
定

義
 

機
能

 
構

築
物

，
系

統
又

は
機

器
 

構
築

物
，

系
統

又
は

機
器

 

Ｐ
Ｓ

－
２

 

 

1
)
そ

の
損

傷
又

は
故

障
に

よ
り

発
生

す
る

事
象

に
よ

っ
て

，
炉

心
の

著
し

い
損

傷
又

は
燃

料
の

大
量

の
破

損
を

直
ち

に
引

き
起

こ
す

お
そ

れ
は

な
い

が
，

敷
地

外
へ

の
過

度
の

放
射

性
物

質
の

放
出

の
お

そ
れ

の
あ

る
構

築

物
，

系
統

及
び

機
器

 

1
)
 
原

子
炉

冷
却

材

を
内

蔵
す

る
機

能

（
た

だ
し

，
原

子

炉
冷

却
材

圧
力

バ

ウ
ン

ダ
リ

か
ら

除

外
さ

れ
て

い
る

計

装
等

の
小

口
径

の

も
の

及
び

バ
ウ

ン

ダ
リ

に
直

接
接

続

さ
れ

て
い

な
い

も

の
は

除
く

。
）

 

主
蒸

気
系

，
原

子
炉

冷
却

材
浄

化
系

（
い

ず
れ

も
，

格
納

容
器

隔
離

弁
の

外
側

の
み

）
 

原
子

炉
冷

却
材

浄
化

系
（

原
子

炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
か

ら
外

れ
る

部
分

）
 

主
蒸

気
系

 

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
タ

ー
ビ

ン
蒸

気
供

給
ラ

イ
ン

（
原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

か
ら

外
れ

る
部

分
で

あ
っ

て
外

側
隔

離
弁

下
流

か
ら

タ
ー

ビ
ン

止
め

弁
ま

で
）

 

2
)
原

子
炉

冷
却

材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ

に
直

接
接

続
さ

れ

て
い

な
い

も
の

で

あ
っ

て
，

放
射

性

物
質

を
貯

蔵
す

る

機
能

 

放
射

性
廃

棄
物

処
理

施
設

（
放

射
能

イ
ン

ベ
ン

ト

リ
の

大
き

い
も

の
）

，
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
（

使

用
済

燃
料

貯
蔵

ラ
ッ

ク
を

含
む

。
）

 

放
射

性
気

体
廃

棄
物

処
理

系
（

活
性

炭
式

希
ガ

ス
ホ

ー
ル

ド
ア

ッ
プ

装
置

）
 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

（
使

用
済

燃
料

貯
蔵

ラ
ッ

ク
を

含

む
）

 

新
燃

料
貯

蔵
庫

（
臨

界
を

防
止

す
る

機
能

）
（

新
燃

料
貯

蔵
ラ

ッ
ク

）
 

使
用

済
燃

料
乾

式
貯

蔵
容

器
 

3
)
燃

料
を

安
全

に

取
り

扱
う

機
能

 
燃

料
取

扱
設

備
 

燃
料

交
換

機
 

原
子

炉
建

屋
ク

レ
ー

ン
 

使
用

済
燃

料
乾

式
貯

蔵
建

屋
天

井
ク

レ
ー

ン
 

燃
料

取
扱

設
備

 
原

子
炉

ウ
ェ

ル
 

2
)
通

常
運

転
時

及
び

運
転

時
の

異
常

な
過

渡
変

化
時

に
作

動
を

要
求

さ
れ

る
も

の
で

あ
っ

て
，

そ
の

故
障

に
よ

り
，

炉
心

冷
却

が
損

な
わ

れ
る

可
能

性
の

高
い

構
築

物
，

系
統

及
び

機
器

 

1
)
安

全
弁

及
び

逃

が
し

弁
の

吹
き

止

ま
り

機
能

 

逃
が

し
安

全
弁

（
吹

き
止

ま
り

機
能

に
関

連
す

る

部
分

）
 

逃
が

し
安

全
弁

（
吹

き
止

ま
り

機
能

に
関

連
す

る
部

分
）
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表

 
本

発
電

用
原

子
炉

施
設

の
安

全
上

の
機

能
別

重
要

度
分

類
（

８
／

１
３

）
 

発
電

用
軽

水
型

原
子

炉
施

設
の

安
全

機
能

の
重

要
部

分
類

に
関

す
る

審
査

指
針

 
東

海
第

二
発

電
所

 

分
類

 
定

義
 

機
能

 
構

築
物

，
系

統
又

は
機

器
 

構
築

物
，

系
統

又
は

機
器

 

Ｍ
Ｓ

－
２

 

1
)
Ｐ

Ｓ
－

２
の

構
築

物
，

系
統

及
び

機
器

の
損

傷
又

は
故

障
に

よ
り

敷
地

周
辺

公
衆

に
与

え
る

放
射

線
の

影
響

を
十

分
小

さ
く

す
る

よ
う

に
す

る
構

築
物

，
系

統
及

び
機

器
 

1
)
燃

料
プ

ー
ル

水

の
補

給
機

能
 

非
常

用
補

給
水

系
 

残
留

熱
除

去
系

（
ポ

ン
プ

，
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー

ル
，

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
か

ら
燃

料
プ

ー
ル

ま
で

の
配

管
，

弁
）

 

残
留

熱
除

去
系

 

ポ
ン

プ
ミ

ニ
マ

ム
フ

ロ
ー

ラ
イ

ン
の

配
管

，
弁

 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
ス

ト
レ

ー
ナ

 

2
)
放

射
性

物
質

放

出
の

防
止

機
能

 

放
射

性
気

体
廃

棄
物

処
理

系
の

隔
離

弁
，

排
気

筒

（
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
排

気
管

の
支

持
機

能
以

外
）

 

放
射

性
気

体
廃

棄
物

処
理

系
（

オ
フ

ガ
ス

系
）

隔
離

弁
 

排
気

筒
（

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

排
気

管
の

支
持

機
能

以

外
）

 

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
浄

化
系

の
燃

料
プ

ー
ル

入
口

逆
止

弁
 

燃
料

集
合

体
落

下
事

故
時

放
射

能
放

出
を

低
減

す

る
系

 

原
子

炉
建

屋
原

子
炉

棟
 

原
子

炉
建

屋
 

原
子

炉
建

屋
常

用
換

気
空

調
系

隔
離

弁
 

原
子

炉
建

屋
ガ

ス
処

理
系

 

原
子

炉
建

屋
ガ

ス
処

理
系

 

乾
燥

装
置

（
乾

燥
装

置
部

分
）

 

排
気

筒
（

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

排
気

管
の

支
持

機
能

）
 

2
)
異

常
状

態
へ

の
対

応
上

特
に

重
要

な
構

築
物

，
系

統
及

び
機

器
 

1
)
事

故
時

の
プ

ラ

ン
ト

状
態

の
把

握

機
能

 

事
故

時
監

視
計

器
の

一
部

 

・
中

性
子

束
（

起
動

領
域

計
装

）
 

・
原

子
炉

ス
ク

ラ
ム

用
電

磁
接

触
器

の
状

態
 

・
制

御
棒

位
置

 

・
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

，
燃

料
域

）
 

・
原

子
炉

圧
力

 

・
原

子
炉

格
納

容
器

圧
力

 

・
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
温

度
 

・
原

子
炉

格
納

容
器

エ
リ

ア
放

射
線

量
率

（
高

レ
ン

ジ
）
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表

 
本

発
電

用
原

子
炉

施
設

の
安

全
上

の
機

能
別

重
要

度
分

類
（

９
／

１
３

）
 

発
電

用
軽

水
型

原
子

炉
施

設
の

安
全

機
能

の
重

要
部

分
類

に
関

す
る

審
査

指
針

 
東

海
第

二
発

電
所

 

分
類

 
定

義
 

機
能

 
構

築
物

，
系

統
又

は
機

器
 

構
築

物
，

系
統

又
は

機
器

 

Ｍ
Ｓ

－
２

 

2
)
異

常
状

態
へ

の
対

応
上

特
に

重
要

な
構

築
物

，
系

統
及

び
機

器
 

1
)
事

故
時

の
プ

ラ

ン
ト

状
態

の
把

握

機
能

 

事
故

時
監

視
計

器
の

一
部

 

［
低

温
停

止
へ

の
移

行
］

 

・
原

子
炉

圧
力

 

・
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
 

［
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
ス

プ
レ

イ
］

 

・
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

，
燃

料
域

）
 

・
原

子
炉

格
納

容
器

圧
力

 

［
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

冷
却

］
 

・
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

，
燃

料
域

）
 

・
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
温

度
 

［
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系
起

動
］

 

・
原

子
炉

格
納

容
器

水
素

濃
度

 

・
原

子
炉

格
納

容
器

酸
素

濃
度

 

2
)
異

常
状

態
の

緩

和
機

能
 

Ｂ
Ｗ

Ｒ
に

は
対

象
機

能
な

し
 

（
対

象
外

）
 

3
)
制

御
室

外
か

ら

の
安

全
停

止
機

能
 

制
御

室
外

原
子

炉
停

止
装

置
（

安
全

停
止

に
関

連

す
る

も
の

）
 

制
御

室
外

原
子

炉
停

止
装

置
（

安
全

停
止

に
関

連
す

る
も

の
）

の
操

作
回

路
 

Ｐ
Ｓ

－
３

 

1
)
異

常
状

態
の

起
因

事
象

と
な

る
も

の
で

あ
っ

て
，

Ｐ
Ｓ

－
１

及
び

Ｐ
Ｓ

－
２

以
外

の
構

築

物
，

系
統

及
び

機
器

 
 

1
)
原

子
炉

冷
却

材

保
持

機
能

（
Ｐ

Ｓ

－
１

，
Ｐ

Ｓ
－

２

以
外

の
も

の
）

 

計
装

配
管

，
試

料
採

取
管

 

計
装

配
管

，
弁

 

試
料

採
取

管
，

弁
 

ド
レ

ン
配

管
，

弁
 

ベ
ン

ト
配

管
，

弁
 

2
)
原

子
炉

冷
却

材

の
循

環
機

能
 

原
子

炉
再

循
環

系
 

原
子

炉
再

循
環

ポ
ン

プ
，

配
管

，
弁

，
ラ

イ
ザ

ー
管

（
炉

内
）

，
ジ

ェ
ッ

ト
ポ

ン
プ

 

3
)
放

射
性

物
質

の

貯
蔵

機
能

 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
プ

ー
ル

水
排

水
系

，
復

水
貯

蔵

タ
ン

ク
，

放
射

性
廃

棄
物

処
理

施
設

（
放

射
性

イ

ン
ベ

ン
ト

リ
の

小
さ

い
も

の
）

 

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
 

液
体

廃
棄

物
処

理
系

（
低

電
導

度
廃

液
収

集
槽

，
高

電
導

度
廃

液
収

集
槽

）
 

固
体

廃
棄

物
処

理
系

（
Ｃ

Ｕ
Ｗ

粉
末

樹
脂

沈
降

分
離

槽
，

使
用

済
樹

脂
槽

，
濃

縮
廃

液
タ

ン
ク

，
固

体
廃

棄
物

貯
蔵

庫
（

ド
ラ

ム
缶

）
，

固
体

廃
棄

物
作

業
建

屋
（

ド
ラ

ム

缶
）

）
 
 

新
燃

料
貯

蔵
庫

 
新

燃
料

貯
蔵

ラ
ッ

ク
 

給
水

加
熱

器
保

管
庫

 

セ
メ

ン
ト

混
練

固
化

装
置

及
び

雑
固

体
減

容
処

理
設

備

（
液

体
及

び
固

体
の

放
射

性
廃

棄
物

処
理

系
）
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表

 
本

発
電

用
原

子
炉

施
設

の
安

全
上

の
機

能
別

重
要

度
分

類
（

１
０

／
１

３
）

 

発
電

用
軽

水
型

原
子

炉
施

設
の

安
全

機
能

の
重

要
部

分
類

に
関

す
る

審
査

指
針

 
東

海
第

二
発

電
所

 

分
類

 
定

義
 

機
能

 
構

築
物

，
系

統
又

は
機

器
 

構
築

物
，

系
統

又
は

機
器

 

Ｐ
Ｓ

－
３

 

1
)
異

常
状

態
の

起
因

事
象

と
な

る
も

の
で

あ
っ

て
，

Ｐ
Ｓ

－
１

及
び

Ｐ
Ｓ

－
２

以
外

の
構

築

物
，

系
統

及
び

機
器

 

4
)
電

源
供

給
機

能

（
非

常
用

を
除

く
。

）
 

タ
ー

ビ
ン

，
発

電
機

及
び

そ
の

励
磁

装
置

，
復

水

系
（

復
水

器
を

含
む

。
）

，
給

水
系

，
循

環
水

系
，

送
電

線
，

変
圧

器
，

開
閉

所
 

発
電

機
及

び
そ

の
励

磁
装

置
（

発
電

機
，

励
磁

機
）

 

発
電

機
及

び
励

磁
装

置
 

固
定

子
冷

却
装

置
 

発
電

機
水

素
ガ

ス
冷

却
装

置
 

軸
密

封
油

装
置

 

励
磁

電
源

系
 

蒸
気

タ
ー

ビ
ン

（
主

タ
ー

ビ
ン

，
主

要
弁

，
配

管
）

 

蒸
気

タ
ー

ビ
ン

 

主
蒸

気
系

（
主

蒸
気

／
駆

動
源

）
 

タ
ー

ビ
ン

制
御

系
 

タ
ー

ビ
ン

潤
滑

油
系

 

復
水

系
（

復
水

器
を

含
む

）
（

復
水

器
，

復
水

ポ
ン

プ
，

配
管

／
弁

）
 

復
水

系
（

復
水

器
含

む
）

 

復
水

器
空

気
抽

出
系

（
蒸

気
式

空
気

抽
出

系
，

配
管

／
弁

）
 

給
水

系
（

電
動

駆
動

給
水

ポ
ン

プ
，

タ
ー

ビ
ン

駆
動

給
水

ポ
ン

プ
，

給
水

加
熱

器
，

配
管

／
弁

）
 

給
水

系
 

駆
動

用
蒸

気
 

循
環

水
系

（
循

環
水

ポ
ン

プ
，

配
管

／
弁

）
 

循
環

水
系

 
取

水
設

備
（

屋
外

ト
レ

ン
チ

を
含

む
）

 

常
用

所
内

電
源

系
（

発
電

機
又

は
外

部
電

源
系

か
ら

所
内

負
荷

ま
で

の
配

電
設

備
及

び
電

路
（

Ｍ
Ｓ

－
１

関
連

以

外
）

）
 

直
流

電
源

系
（

蓄
電

池
，

蓄
電

池
か

ら
常

用
負

荷
ま

で
の

配
電

設
備

及
び

電
路

（
Ｍ

Ｓ
－

１
関

連
以

外
）

）
 

計
測

制
御

電
源

系
（

電
源

装
置

か
ら

常
用

計
測

制
御

装
置

ま
で

の
配

電
設

備
及

び
電

路
（

Ｍ
Ｓ

－
１

関
連

以
外

）
）
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表

 
本

発
電

用
原

子
炉

施
設

の
安

全
上

の
機

能
別

重
要

度
分

類
（

１
１

／
１

３
）

 

発
電

用
軽

水
型

原
子

炉
施

設
の

安
全

機
能

の
重

要
部

分
類

に
関

す
る

審
査

指
針

 
東

海
第

二
発

電
所

 

分
類

 
定

義
 

機
能

 
構

築
物

，
系

統
又

は
機

器
 

構
築

物
，

系
統

又
は

機
器

 

Ｐ
Ｓ

－
３

 

1
)
異

常
状

態
の

起
因

事
象

と
な

る
も

の
で

あ
っ

て
，

Ｐ
Ｓ

－
１

及
び

Ｐ
Ｓ

－
２

以
外

の
構

築

物
，

系
統

及
び

機
器

 

4
)
電

源
供

給
機

能

（
非

常
用

を
除

く
。

）
 

タ
ー

ビ
ン

，
発

電
機

及
び

そ
の

励
磁

装
置

，
復

水

系
（

復
水

器
を

含
む

。
）

，
給

水
系

，
循

環
水

系
，

送
電

線
，

変
圧

器
，

開
閉

所
 

送
電

線
 

変
圧

器
（

所
内

変
圧

器
，

起
動

変
圧

器
，

予
備

変
圧

器
，

電
路

）
 

変
圧

器
 

油
劣

化
防

止
装

置
 

冷
却

装
置

 

開
閉

所
（

母
線

，
遮

断
機

，
断

路
器

，
電

路
）

 

5
)
プ

ラ
ン

ト
計

測
・

制
御

機
能

（
安

全
保

護
機

能

を
除

く
。

）
 

原
子

炉
制

御
系

（
制

御
棒

価
値

ミ
ニ

マ
イ

ザ
を

含

む
。

）
，

原
子

炉
核

計
装

，
原

子
炉

プ
ラ

ン
ト

プ

ロ
セ

ス
計

装
 

・
原

子
炉

制
御

系
（

制
御

棒
価

値
ミ

ニ
マ

イ
ザ

を
含

む
）

 

・
原

子
炉

核
計

装
 

・
原

子
炉

プ
ラ

ン
ト

プ
ロ

セ
ス

計
装

 

6
)
プ

ラ
ン

ト
運

転

補
助

機
能

 
所

内
ボ

イ
ラ

，
計

装
用

圧
縮

空
気

系
 

補
助

ボ
イ

ラ
設

備
（

補
助

ボ
イ

ラ
，

給
水

タ
ン

ク
，

給
水

ポ
ン

プ
，

配
管

／
弁

）
 

補
助

ボ
イ

ラ
設

備
 

電
気

設
備

（
変

圧
器

）
 

所
内

蒸
気

系
及

び
戻

り
系

（
ポ

ン
プ

，
配

管
／

弁
）

 

計
装

用
圧

縮
空

気
設

備
（

空
気

圧
縮

機
，

中
間

冷
却

器
，

配
管

，
弁

）
 

計
装

用
圧

縮
空

気
設

備
 

後
部

冷
却

器
 

気
水

分
離

器
 

空
気

貯
槽

 

原
子

炉
補

機
冷

却
水

系
（

原
子

炉
補

機
冷

却
ポ

ン
プ

，
熱

交
換

器
，

配
管

／
弁

）
 

タ
ー

ビ
ン

補
機

冷
却

水
系

（
タ

ー
ビ

ン
補

機
冷

却
ポ

ン

プ
，

熱
交

換
器

，
配

管
／

弁
）

 

タ
ー

ビ
ン

補
機

冷
却

水
系

 
サ

ー
ジ

タ
ン

ク
 

タ
ー

ビ
ン

補
機

冷
却

海
水

系
（

補
機

冷
却

海
水

ポ
ン

プ
，

配
管

／
弁

，
ス

ト
レ

ー
ナ

）
 

復
水

補
給

水
系

（
復

水
移

送
ポ

ン
プ

，
配

管
／

弁
）

 

復
水

補
給

水
系

 
復

水
貯

蔵
タ

ン
ク
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表

 
本

発
電

用
原

子
炉

施
設

の
安

全
上

の
機

能
別

重
要

度
分

類
（

１
２

／
１

３
）

 

発
電

用
軽

水
型

原
子

炉
施

設
の

安
全

機
能

の
重

要
部

分
類

に
関

す
る

審
査

指
針

 
東

海
第

二
発

電
所

 

分
類

 
定

義
 

機
能

 
構

築
物

，
系

統
又

は
機

器
 

構
築

物
，

系
統

又
は

機
器

 

Ｐ
Ｓ

－
３

 

2
)
原

子
炉

冷
却

材
中

放
射

性
物

質
濃

度
を

通
常

運
転

に
支

障
の

な
い

程
度

に
低

く
抑

え
る

構
築

物
，

系
統

及
び

機
器

 

1
)
核

分
裂

生
成

物

の
原

子
炉

冷
却

材

中
へ

の
放

散
防

止

機
能

 

燃
料

被
覆

管
 

燃
料

被
覆

管
 

上
／

下
部

端
栓

 

タ
イ

ロ
ッ

ド
 

2
)
原

子
炉

冷
却

材

の
浄

化
機

能
 

原
子

炉
冷

却
材

浄
化

系
，

復
水

浄
化

系
 

原
子

炉
冷

却
材

浄
化

系
（

再
生

熱
交

換
器

，
非

再
生

熱
交

換
器

，
Ｃ

Ｕ
Ｗ

ポ
ン

プ
，

ろ
過

脱
塩

装
置

，
配

管
，

弁
）

 

復
水

浄
化

系
（

復
水

脱
塩

装
置

，
配

管
，

弁
）

 

Ｍ
Ｓ

－
３

 

1
)
運

転
時

の
異

常
な

過
渡

変
化

が
あ

っ
て

も
，

Ｍ
Ｓ

－
１

，
Ｍ

Ｓ
－

２
と

あ
い

ま
っ

て
，

事
象

を
緩

和
す

る
構

築
物

，
系

統
及

び
機

器
 

1
)
原

子
炉

圧
力

の

上
昇

の
緩

和
機

能
 

逃
が

し
安

全
弁

（
逃

が
し

弁
機

能
）

，
タ

ー
ビ

ン

バ
イ

パ
ス

弁
 

逃
が

し
安

全
弁

（
逃

が
し

弁
機

能
）

 

逃
が

し
安

全
弁

（
逃

が
し

弁
機

能
）

 

原
子

炉
圧

力
容

器
か

ら
逃

が
し

安
全

弁
ま

で
の

主
蒸

気
配

管
 

駆
動

用
窒

素
源

（
ア

キ
ュ

ム
レ

ー

タ
，

ア
キ

ュ
ム

レ
ー

タ
か

ら
逃

が
し

安
全

弁
ま

で
の

配
管

，
弁

）
 

タ
ー

ビ
ン

バ
イ

パ
ス

弁
 

タ
ー

ビ
ン

バ
イ

パ
ス

弁
 

原
子

炉
圧

力
容

器
か

ら
タ

ー
ビ

ン
バ

イ
パ

ス
弁

ま
で

の
主

蒸
気

配
管

 

駆
動

用
油

圧
源

（
ア

キ
ュ

ム
レ

ー

タ
，

ア
キ

ュ
ム

レ
ー

タ
か

ら
タ

ー
ビ

ン
バ

イ
パ

ス
弁

ま
で

の
配

管
，

弁
）

 

2
)
出

力
上

昇
の

抑

制
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7. 放射性廃棄物の廃棄施設 

7.3 固体廃棄物処理系 

7.3.1 概  要 

  固体廃棄物処理系は，廃棄物の種類に応じて，処理又は貯蔵保管するため，

濃縮廃液貯蔵タンク，使用済粉末樹脂貯蔵タンク，使用済樹脂貯蔵タンク，

クラッドスラリタンク，廃液スラッジ貯蔵タンク，床ドレンスラッジ貯蔵タ

ンク，減容固化設備，減容固化体貯蔵室，セメント混練固化装置（東海発電

所及び東海第二発電所共用，既設），減容装置，雑固体廃棄物焼却設備（東海

発電所及び東海第二発電所共用，既設），雑固体減容処理設備（東海発電所及

び東海第二発電所共用，既設），サイトバンカプール，固体廃棄物貯蔵庫（東

海発電所及び東海第二発電所共用，既設），給水加熱器保管庫，固体廃棄物作

業建屋（東海発電所及び東海第二発電所共用，既設），圧縮減容装置等で構成

する。 

  なお，セメント混練固化装置，雑固体廃棄物焼却設備，雑固体減容処理設

備，固体廃棄物貯蔵庫及び固体廃棄物作業建屋は，東海発電所と共用する。 

  主要な固体廃棄物としては次のものがある。 

 (1) 濃縮廃液 

 (2) 使用済樹脂 

 (3) 廃スラッジ 

 (4) 雑固体廃棄物（布，紙，小器具，使用済空気フィルタ等） 

 (5) 第６給水加熱器等 

 (6) 使用済制御棒，チャンネルボックス等 

  固体廃棄物処理系統概要図を第 7.3－1 図に示す。 
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7.3.2 設計方針 

(4) 可燃性雑固体廃棄物は，ドラム缶等に詰めて貯蔵保管するか又は焼却

し，焼却灰は不燃性雑固体廃棄物として処理する。不燃性雑固体廃棄物は，

仕分けし，圧縮減容装置で圧縮可能なものは圧縮減容装置で圧縮減容し，

ドラム缶等に詰めて貯蔵保管するか又はドラム缶内に固型化し貯蔵保管

する。その他の不燃性雑固体廃棄物は，圧縮可能なものは減容装置で圧縮

減容し，必要に応じて溶融・焼却した後，ドラム缶等に詰めて貯蔵保管す

るか又はドラム缶内に固型化し貯蔵保管する。 

(7) 固体廃棄物作業建屋（東海発電所及び東海第二発電所共用，既設）の仕

分け・切断作業エリアでは，不燃性雑固体廃棄物及び給水加熱器保管庫に

貯蔵保管した第６給水加熱器等の仕分け及び切断を，圧縮減容処理エリア

では，圧縮減容装置にて不燃性雑固体廃棄物の圧縮減容を行う。また，機

器・予備品エリアでは，資機材の保管を行う。 

 

7.3.3 主要設備 

 (4) 雑固体廃棄物の処理 

   雑固体廃棄物の処理を行う設備は，雑固体廃棄物焼却設備，減容装置，

雑固体減容処理設備（東海発電所及び東海第二発電所共用，既設）及び圧

縮減容装置である。 

   可燃性雑固体廃棄物は，ドラム缶等に詰めて貯蔵保管するか又は雑固体

廃棄物焼却設備で焼却し，焼却灰は不燃性雑固体廃棄物として処理する。

雑固体廃棄物焼却設備の排ガスは，セラミックフィルタ及び高性能粒子フ

ィルタを通し（除染係数 10５以上）（１）廃棄物処理建屋排気口（地上高約 50m）

から放射性物質濃度を監視しつつ放出する。不燃性雑固体廃棄物は，仕分

けし，圧縮減容装置で圧縮可能なものは圧縮減容装置で圧縮減容し，ドラ
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ム缶等に詰めて貯蔵保管するか又は固型化材（モルタル）を充填してドラ

ム缶内に固型化し貯蔵保管する。その他の不燃性雑固体廃棄物は，圧縮可

能なものは減容装置で圧縮減容し，必要に応じて雑固体減容処理設備で溶

融・焼却した後，ドラム缶等に詰めて貯蔵保管するか又は固型化材（モル

タル）を充填してドラム缶内に固型化し貯蔵保管する。雑固体減容処理設

備の排ガスはセラミックフィルタ及び高性能粒子フィルタを通し（除染係

数 10７以上)（２）（３）排気筒から放射性物質濃度を監視しつつ放出する。 

 (7) 固体廃棄物作業建屋（東海発電所及び東海第二発電所共用，既設）での

不燃性雑固体廃棄物の処理等 

   仕分け・切断作業エリアでは，不燃性雑固体廃棄物の仕分け及び切断作

業を行う。圧縮減容処理エリアでは，圧縮減容装置にて不燃性雑固体廃棄

物の圧縮減容を行う。なお，仕分け及び切断作業を行う仕分け・切断作業

エリア内の作業場並びに圧縮減容処理エリアからなる範囲は，放射性物質

の散逸を防止するため，周囲から区画し，作業中は当該区域を負圧に維持

する等の汚染拡大防止措置を講じる。また，圧縮減容処理エリアは，圧縮

減容装置のドラム缶投入口をフードで囲い，フード内を排気することで，

処理する過程において放射性物質が散逸し難い設計とする。 

   機器・予備品エリアでは，資機材の保管を行う。 
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第7.3－1表 固体廃棄物処理系主要仕様 

 (1) タンク類 

タンク名 基数 
容 量 

（m３／基） 
材 料 

濃縮廃液貯蔵タンク 3 約 90 炭素鋼 

使用済粉末樹脂貯蔵タンク 2 約 140 ステンレス鋼 

使用済樹脂貯蔵タンク 
1 約 130 ステンレス鋼 

2 約 250 ステンレス鋼 

クラッドスラリタンク 2 約 250 ステンレス鋼 

廃液スラッジ貯蔵タンク 2 約 160 炭素鋼 

床ドレンスラッジ貯蔵タンク 1 約 110 炭素鋼 

 (2) 減容固化設備 

    乾燥装置 

     型 式        たて置遠心薄膜式 

     基 数        1 

    造粒装置 

     型 式        2 軸形ロール式 

     基 数        1 

 (3) 減容固化体貯蔵室 

     構 造        鉄筋コンクリート造 

     面 積        約 250m２ 

     容 量        約 1,400m３ 

 (4) セメント混練固化装置（東海発電所及び東海第二発電所共用，既設） 

     型 式        セメント固化式 

     基 数        1 
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(5) 減容装置 

     型 式        油圧式 

     基 数        1 

 (6) 雑固体廃棄物焼却設備（東海発電所及び東海第二発電所共用，既設） 

     型 式        自燃式 

     基 数        1 

     容 量        約 3.14×10６kJ／h 

（約 750,000kcal／h） 

 (7) 雑固体減容処理設備（東海発電所及び東海第二発電所共用，既設） 

     型 式        高周波誘導加熱・２次燃焼器・セラミ

ック・高性能粒子フィルタ式 

     基 数        1 

     容 量        約 6,400 本 

（200L ドラム缶相当）／年 

（24 時間／日，約 200 日／年運転時） 

 (8) 固体廃棄物移送容器 

     基 数        1 

     容 量        約 3.4m３ 

 (9) サイトバンカプール 

     基 数        1 

     構 造        鉄筋コンクリート造ステンレス鋼ライ

ニング 

     容 量        約 1,900m３ 

(10) 固体廃棄物貯蔵庫Ａ（東海発電所及び東海第二発電所共用，既設） 

     位 置        発電所敷地内 

     構 造        鉄筋コンクリート造 
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（地下 1 階，地上 1 階） 

     面 積        延 約 5,300m２ 

     貯 蔵 能 力        約 25,000 本（200L ドラム缶相当） 

(11) 固体廃棄物貯蔵庫Ｂ（東海発電所及び東海第二発電所共用，既設） 

     位 置        発電所敷地内 

     構 造        鉄筋コンクリート造 

（地下 1 階,地上 2 階） 

     面 積        延 約 10,000m２ 

     貯 蔵 能 力        約 48,000 本（200L ドラム缶相当） 

(12) 給水加熱器保管庫 

     位 置        発電所敷地内 

     構 造        鉄筋コンクリート造（地上 1 階） 

     容 量        約 5,100m３（第６給水加熱器 3 基等） 

(13) 固体廃棄物作業建屋（東海発電所及び東海第二発電所共用，既設） 

     位 置        発電所敷地内 

     構 造        鉄筋コンクリート造 

（一部鉄骨鉄筋コンクリート造及び鉄

骨造）（地上 3 階） 

     面 積        固体廃棄物作業建屋の延面積  

約 6,200m２ 

（廃棄体搬出作業エリアの延面積  

約 2,700m２） 

（仕分け・切断作業エリアの面積  

約 830m２） 

 (圧縮減容処理エリアの面積   

約 70m２） 
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（機器・予備品エリアの面積  

約 1,400m２） 

     貯 蔵 能 力        廃棄事業者の廃棄施設へ廃棄するた

めの検査及び搬出までの間，貯蔵保管

する 200L ドラム缶約 3,000 本（廃棄

体搬出作業エリア） 

(14) 圧縮減容装置 

     型 式        油圧式 

     基 数        1 
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8. 放射線管理施設

8.3 遮蔽設備

第 8.3－8 図  遮蔽設計上の区域区分 

（固体廃棄物作業建屋 1,2,3 階平面） 

は，営業秘密又は防護上の観点から公開できません。
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（放射線の管理に関する説明） 

4. 放射性廃棄物処理 

4.1 放射性廃棄物処理の基本的考え方 

(3) 固体廃棄物は，その種類に応じてタンク等に貯蔵するか又はドラム缶等

に詰めて固体廃棄物貯蔵庫又は固体廃棄物作業建屋の廃棄体搬出作業エ

リアに貯蔵保管する。また，必要に応じて，固体廃棄物を廃棄事業者の廃

棄施設へ廃棄する。ただし，廃棄体搬出作業エリアには，固体廃棄物貯蔵

庫に貯蔵保管したドラム缶を含めて，固体廃棄物を詰めたドラム缶を，廃

棄事業者の廃棄施設へ廃棄するための検査及び搬出までの間に限り，貯蔵

保管する。原子炉冷却材浄化系及び燃料プール冷却浄化系フィルタ脱塩器

から発生する使用済粉末樹脂は，使用済粉末樹脂貯蔵タンクに，また，非

助材型ろ過装置から発生する廃スラッジはクラッドスラリタンクに貯蔵

する。復水脱塩装置及び液体廃棄物処理系脱塩装置から発生する使用済樹

脂及び液体廃棄物処理系助材型ろ過装置から発生する廃スラッジは貯蔵

タンクに貯蔵するか又は貯蔵し放射能を減衰させた後，雑固体廃棄物焼却

設備で焼却し，焼却灰は不燃性雑固体廃棄物として処理する。濃縮廃液は，

濃縮廃液貯蔵タンクで放射能を減衰させた後，減容固化設備で乾燥・造粒

固化後，容器に詰めて減容固化体貯蔵室に貯蔵するか又は貯蔵した後，セ

メント混練固化装置でドラム缶内に固化材（セメント）と混練して固化し

貯蔵保管する。可燃性雑固体廃棄物は，ドラム缶等に詰めて貯蔵保管する

か又は雑固体廃棄物焼却設備で焼却し，焼却灰は不燃性雑固体廃棄物とし

て処理する。また，不燃性雑固体廃棄物は，仕分けし，圧縮減容装置で圧

縮可能なものは圧縮減容し，ドラム缶等に詰めて貯蔵保管するか又は固型

化材（モルタル）を充填してドラム缶内に固型化し貯蔵保管する。その他

の不燃性雑固体廃棄物は，圧縮可能なものは減容装置で圧縮減容し，必要
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に応じて雑固体減容処理設備で溶融・焼却した後，ドラム缶等に詰めて貯

蔵保管するか又は固型化材（モルタル）を充填してドラム缶内に固型化し

貯蔵保管する。なお，使用済制御棒等の放射化された機器は，使用済燃料

プールに貯蔵した後，サイトバンカプールに貯蔵保管する。 

第６給水加熱器の取替えに伴い取り外した第６給水加熱器 3 基等は，給

水加熱器保管庫に貯蔵保管した後に仕分け及び切断し，不燃性雑固体廃棄

物として処理する。 

 

 




